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藤
井
家
に
残
さ
れ
た
絵
葉
書

は
じ
め
に

　
平
成
二
六
（
二
〇
一
四
）
年
度
、
藤
井
達
吉
の
姪
（
次
兄
・
重
二
郎
の
娘
）・
當ま
さ

子こ

の
娘
に
あ
た
る
お
二
人
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
手
許

に
伝
え
ら
れ
た
藤
井
達
吉
に
関
わ
る
作
品
群
が
当
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。
そ
の
際
に
こ
れ
ら
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
様
々
な
周
辺
資
料
も

譲
り
受
け
た
が
、
そ
の
中
に
一
三
四
点
に
及
ぶ
絵
葉
書
等
（
以
下
、
藤
井
家
絵
葉
書
資
料
と
す
る
）
が
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
藤
井
家
絵

葉
書
資
料
は
実
際
に
差
し
出
さ
れ
た
絵
葉
書
や
封
書
と
、
未
使
用
の
絵
葉
書
が
入
り
混
じ
っ
た
状
態
で
一
箱
に
保
管
さ
れ
て
お
り
、
寄
贈

者
に
よ
れ
ば
母
・
當
子
か
ら
譲
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
中
で
も
ア
メ
リ
カ
滞
在
中
の
達
吉
か
ら
家
族
に
宛
て
た
絵
葉
書
一
三

枚
と
封
書
三
通
の
計
一
六
点
に
つ
い
て
は
、
達
吉
の
滞
米
時
期
を
明
ら
か
に
す
る
重
要
な
証
拠
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
既
に
前
号

の
当
館
研
究
紀
要
に
お
い
て
紹
介
し
て
い
る
。
今
回
、
そ
の
他
の
絵
葉
書
に
つ
い
て
調
査
を
進
め
た
と
こ
ろ
、
藤
井
達
吉
関
係
の
事
柄
の

み
な
ら
ず
、
同
時
代
資
料
と
し
て
興
味
深
い
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
日
本
で
初
め
て
切
手
が
発
行
さ
れ
郵
便
制
度
が
始
ま
っ
た
の
は
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
の
こ
と
で
あ
り
、
二
年
後
に
は
官
製
葉
書
の

取
り
扱
い
も
開
始
さ
れ
る
。
そ
の
後
し
ば
ら
く
の
間
、
葉
書
は
官
製
の
も
の
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
明
治
三
三
（
一
九
〇
〇
）
年
の
逓
信

省
令
に
よ
っ
て
新
た
に
「
私
製
葉
書
」
の
使
用
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
、絵
や
写
真
を
刷
り
込
ん
だ
様
々
な
「
絵
葉
書
」

が
印
刷
業
者
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
流
通
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
当
初
は
紙
質
に
し
て
も
印
刷
技
術
や
デ
ザ
イ
ン
、
図
案
の
面
に
し
て

も
粗
悪
な
も
の
が
目
立
つ
状
態
で
あ
っ
た
が
、
明
治
三
七
年
に
日
露
戦
争
が
勃
発
す
る
と
一
気
に
質
が
向
上
し
て
い
く
。
加
え
て
発
行
数

も
飛
躍
的
に
増
大
し
た
こ
と
で
い
わ
ゆ
る
「
絵
葉
書
ブ
ー
ム
」
が
起
こ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
戦
地
と
国
内
を
結
ぶ
軍
事

郵
便
に
絵
葉
書
が
多
く
使
用
さ
れ
た
こ
と
や
、
戦
意
高
揚
の
た
め
の
記
念
絵
葉
書
が
幾
度
も
発
行
さ
れ
た
こ
と
に
加
え
、
著
名
な
画
家
た

ち
が
絵
葉
書
の
原
画
を
多
く
手
が
け
た
こ
と
な
ど
い
く
つ
か
の
要
因
が
あ
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
こ
の
流
行
を
受
け
て
の
印
刷
技
術
の
革
新

や
版
元
間
の
競
争
が
相
乗
効
果
を
生
み
出
し
、
絵
葉
書
の
使
用
そ
し
て
収
集
と
い
う
か
た
ち
で
絵
葉
書
の
普
及
が
進
ん
で
い
っ
た
。

　
さ
て
、
藤
井
家
絵
葉
書
資
料
に
お
い
て
は
、
既
に
紹
介
し
た
一
六
点
を
除
い
た
一
一
八
枚
の
う
ち
、
使
用
済
絵
葉
書
が
三
九
枚
、
未
使

用
の
絵
葉
書
類
が
七
九
枚
と
な
っ
て
い
る
。
詳
細
は
順
次
後
述
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
絵
葉
書
が
発
行
さ
れ
、
あ
る
い
は
使
用
さ
れ
た
の
は
、

一
部
大
正
期
の
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
の
、
明
治
三
七
年
か
ら
四
一
年
頃
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
さ
に
「
絵
葉
書
ブ
ー
ム
」
の
時
期
と

一
致
し
て
お
り
、
本
資
料
の
絵
葉
書
は
大
半
が
こ
の
ブ
ー
ム
と
関
わ
っ
て
発
行
、
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
以
下
、
使
用
済
の
も
の

【
資
料
紹
介
】

　
藤
井
家
に
残
さ
れ
た
絵
葉
書

土
生
　
和
彦
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資
料
紹
介

藤
井
家
に
残
さ
れ
た
絵
葉
書

と
未
使
用
の
も
の
と
に
分
け
て
紹
介
し
て
い
く
。

使
用
済
の
絵
葉
書
【
三
九
枚
】

ま
ず
は
使
用
済
の
絵
葉
書
三
九
枚
を
見
て
い
く
。
使
用
済
の
絵
葉
書
に
は
差
出
人
と
受
取
人
の
存
在
が
あ
り
、
本
文
や
消
印
の
日
付
等

か
ら
そ
の
投
函
日
を
確
認
も
し
く
は
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
が
多
い
。
そ
こ
で
、
以
下
そ
の
推
定
さ
れ
た
投
函
日
（
不
明
の
場
合

は
到
着
日
）
の
順
に
紹
介
す
る
。
な
お
今
回
は
絵
葉
書
資
料
の
紹
介
と
い
う
点
か
ら
、
本
文
の
内
容
と
あ
わ
せ
て
、
使
用
さ
れ
て
い
る
絵

葉
書
に
つ
い
て
の
情
報
も
記
す
こ
と
に
す
る
。

①
明
治
三
七
（
一
九
〇
四
）
年
八
月
一
九
日
発
　
東
京
・
両
人
か
ら
藤
井
忠
三
郎
宛

【
使
用
絵
葉
書
】
画
家
は
和
田
三
造
と
推
定
（
兵
士
の
行
進
と
群
集
）

【
葉
書
表
】
三
河
国
碧
海
郡
棚
尾
村
／
藤
井
忠
三
郎
様
／
東
京
　
両
人

【
葉
書
裏
】�
八
月
十
六
日
朝 

我
旅
順
／
攻
囲
軍
司
令
官
ハ
軍
参
／
謀
山
岡
少
佐
ヲ
軍
使
ト
シ
テ
敵
／
軍
前
哨
ニ
差
遣
シ
／
聖
旨
並
ニ
勧
降

　
　
　
　
書
ヲ
敵
ノ
／
要
塞
参
謀
長
ニ
手
渡
セ
シ
メ
タ
リ
／
八
月
十
七
日
午
前
十
時 

敵
ノ
軍
／
使
回
答
ノ
要
旨
左
ノ
如
シ
／
戦
闘
員
外

　
　
　
　
ノ
避
難
救
護
ノ
／
聖
旨
ニ
対
シ 

直
ニ
応
ス
ル
ヲ
難
ジ
／
降
服
ノ
勧
告
ニ
ハ
絶
対
シ 

之
／
ヲ
拒
絶
セ
リ
／
明
治
三
十
七
年
八
月

　
　
　
　
十
八
日

※�

最
も
消
印
の
日
付
が
早
い
も
の
で
あ
る
。
受
取
人
は
達
吉
の
父
・
忠
三
郎
。
差
出
人
は
「
東
京
　
両
人
」
と
あ
る
が
、
③
の
葉
書
の

差
出
人
「
東
京
　
藤
井
両
人
」
や
後
に
「
藤
井
重
二
郎
」「
藤
井
重
」
と
あ
る
も
の
と
筆
跡
等
に
違
和
感
が
な
い
こ
と
か
ら
、
達
吉

の
次
兄
・
重
二
郎
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。「
両
人
」
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
現
状
で
は
判
然
と
し
な
い
が
、
こ
の
時
期
達
吉
は
ま
だ

上
京
し
て
お
ら
ず
、
長
兄
・
安
二
郎
の
情
報
も
詳
ら
か
で
な
い
た
め
、
重
二
郎
夫
妻
を
意
味
す
る
と
捉
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

本
文
の
内
容
は
日
露
戦
争
の
戦
況
を
詳
細
に
伝
え
る
も
の
で
、
い
わ
ゆ
る
私
信
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
藤
井
家
絵
葉
書
資
料
の
使
用

済
分
の
大
半
を
占
め
る
重
二
郎
か
ら
父
親
へ
の
葉
書
は
、
一
部
を
除
い
て
同
趣
の
内
容
で
あ
る
。
た
だ
し
重
二
郎
が
戦
況
を
い
ち
早

く
入
手
で
き
る
立
場
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
だ
。
と
い
う
の
も
同
時
代
の
能
役
者
・
梅
若
実
の
日
記
に
記
さ
れ
た
、
新
聞
記

事
等
か
ら
の
引
用
と
思
わ
れ
る
日
露
戦
争
関
連
の
記
述
が
重
二
郎
の
葉
書
の
文
言
と
も
酷
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
重
二
郎
の
葉
書

も
報
道
等
を
引
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
葉
書
を
親
元
に
送
っ
た
理
由
は
定
か
で
は
な
い
が
、
本
状

を
は
じ
め
残
さ
れ
て
い
る
絵
葉
書
か
ら
は
、
戦
況
が
大
き
く
報
道
さ
れ
る
た
び
に
そ
の
内
容
を
書
き
送
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

①-2　裏

①-1　表

5
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資
料
紹
介

藤
井
家
に
残
さ
れ
た
絵
葉
書

②-1　表③-1　表④-1　表

②-2　裏③-2　裏④-2　裏

な
お
本
状
及
び
②
の
葉
書
に
は
「
旅
順
攻
囲
戦
（
第
一
回
総
攻
撃
）」
の
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
。

②
明
治
三
七
年
八
月
二
〇
日
発
　
東
京
・
両
人
か
ら
藤
井
忠
三
郎
宛

【
使
用
絵
葉
書
】
画
家
は
和
田
三
造
と
推
定
（
騎
馬
兵
隊
）

【
葉
書
表
】
三
河
国
碧
海
郡
棚
尾
村
／
藤
井
忠
三
郎
様
／
東
京
　
両
人

【
葉
書
裏
】
八
月
十
九
日 

遼
陽
前
面
ノ
／
鞍
山
站
沙
河
鎮
ヲ
占
領
シ
／
遼
陽
の
露
軍
ハ
奉
天
／
退
却
セ
リ 

奉
天
将
軍
ハ
／
奉
天
城
各
門

　
　
　
　
ニ
白
旗
ヲ
掲
ケ
中
立
／
ヲ
表 

砲
撃
ヲ
予
防
セ
リ
ト
ノ
着
／
電
ア
リ
／
ロ
シ
ヤ
号
煙
筒
汽
罐
各
三
個
ヲ
破
壊
／
吃
水
路
以
下
ニ

　
　
　
　
拾
壱 

ク
ロ
ン
ボ
イ
ニ
ハ
／
六
個
ノ
損
傷
ア
リ 

戦
死
者
両
艦
／
ニ
テ
副
長
以
下
百
四
十
名 

負
傷
者
／
艦
長
以
下
参
百
参
拾
名

　
　
　
　
ナ
リ
／
三
拾
七
年
八
月
二
十
日

③
明
治
三
七
年
八
月
二
二
日
発
　
東
京
・
藤
井
両
人
か
ら
藤
井
忠
三
郎
宛

【
使
用
絵
葉
書
】
画
家
は
和
田
三
造
と
推
定
（
海
上
の
軍
艦
）

【
葉
書
表
】
三
河
国
碧
海
郡
棚
尾
村
／
藤
井
忠
三
郎
様
／
東
京
　
藤
井
両
人

【
葉
書
裏
】
八
月
十
日 
我
聯（
連
）／

合
艦
隊
ノ
攻
撃
ニ
ヨ
リ
／
旅
順
艦
隊
ハ
遣
走
セ
リ
／
其
艦
ヲ
失
フ
数
隻
■
シ
ト
／
戦
闘
力
ヲ
失
シ 

事
実
ニ

　
　
　
　
／
於
テ
旅
順
艦
隊
全
部
／
戦
闘
力
ヲ
失
セ
リ
／
八
月
十
四
日 

第
二
艦
隊
浦
汐
艦
隊
ヲ
蔚
山
沖
ニ
戦
闘
シ
／
ロ
シ
ヤ
、
ク
ロ
ン

　
　
　
　
ボ
イ
ヘ
損
傷
ヲ
與
ヘ
／
リ
ユ
ー
リ
ッ
ク
ヲ
撃
沈
セ
リ
／
八
月
廿
日
午
後
ヨ
リ
廿
一
日
午
前
ニ
於 

各
／
千
歳
、
對

二
艦
敵
艦

　
　
　
　
／
ノ
ー
ウ
井
ッ
ク
ヲ
樺
太
島
／
沖
（
コ
ル
サ
コ
ウ
港
）
ニ
於
テ
砲
撃
シ
遂
ニ
／
撃
沈
セ
シ
メ
タ
リ
／
因
尓に

千
歳
／
副
長
ハ
／

　
　
　
　
東
伏
／
見
宮
／
殿
下
／
ナ
リ
／
三
十
七
／
年
／
八
月
／
廿
一
日
／
日
曜
日

�

※�

本
状
に
は
日
に
ち
を
少
し
遡
っ
た
「
黄
海
海
戦
」
と
「
蔚
山
沖
海
戦
」
の
様
子
を
記
し
て
い
る
。
詳
細
が
一
般
に
報
道
さ
れ
た
の
が

こ
の
日
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

④
明
治
三
七
年
九
月
二
日
発
　
東
京
両
人
か
ら
藤
井
忠
三
郎
宛

【
使
用
絵
葉
書
】
荻
原
一
羊
《
田
舎
者
の
万
歳
》（
絵
葉
書
万
歳
（
一
九
〇
四
年
）
よ
り
）

【
葉
書
表
】
三
河
国
碧
海
郡
／
棚
尾
村
／
藤
井
忠
三
郎
様
／
東
京
　
両
人

【
葉
書
裏
】
遼
陽
■
■
既
ニ
■
命
ヲ
出
ス
。
我
前
進
軍
ト
／
ノ
距
離
僅
ニ
一
里 
敵
ハ
最
早
遼
陽
ニ
足
ヲ
止
メ
／
■
戦
ハ
ズ
／
三
十
七
年
／

　
　
　
　
九
月
一
日

（
ママ
）
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※�

「
遼
陽
会
戦
」
に
関
わ
る
も
の
。
使
用
さ
れ
た
絵
葉
書
は
「
万
歳
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
シ
リ
ー
ズ
と
思
わ
れ
、
藤
井
家
絵
葉
書
資
料

に
は
二
枚
確
認
で
き
る
。

⑤
明
治
三
七
年
九
月
六
日
着
　
東
京
両
人
か
ら
藤
井
忠
三
郎
宛

【
使
用
絵
葉
書
】
現
状
詳
細
不
明
（
赤
十
字
の
看
護
兵
）

【
葉
書
表
】
三
河
国
碧
海
郡
棚
尾
村
／
藤
井
忠
三
郎
様
／
東
京
　
両
人

【
葉
書
裏
】
九
月
四
日
／
満
州
軍
総
司
令
／
官
公
報
／
太
子
河
右
岸
の
情
況
／
は
其
后
ま
だ
精
確
／
の
報
尓に

接
せ
須ず 

我
／
軍
の
死
傷
は
多

　
　
　
　
　／
大
な
る
べ
き
も
／
未
だ
詳
報
尓に

接
せ
須ず 

目
下
取
／
調
中
／
三
十
七
年
九
月
四
日

⑥
明
治
三
七
年
九
月
六
日
着
　
東
京
両
人
か
ら
藤
井
忠
三
郎
宛

【
使
用
絵
葉
書
】
現
状
詳
細
不
明
（
紀
元
二
六
五
四
年
の
デ
ザ
イ
ン
）

【
葉
書
表
】
三
河
国
碧
海
郡
棚
尾
村
／
藤
井
忠
三
郎
様
／
東
京
　
両
人

【
葉
書
裏
】
九
月
四
日
／
午
前
九
時
／
発
午
前
十
時
／
七
分
大
本
営
／
着
公
報
／
遼
陽
占
領
萬
歳

⑦
明
治
三
七
年
九
月
六
日
着
　
東
京
両
人
か
ら
藤
井
忠
三
郎
宛

【
使
用
絵
葉
書
】
現
状
詳
細
不
明
（
日
章
旗
と
行
軍
を
描
く
）

【
葉
書
表
】
三
河
国
碧
海
郡
棚
尾
村
／
藤
井
忠
三
郎
様
／
東
京
／
両
人

【
葉
書
裏
】
遼
陽
占
領
公
報
／
満
州
軍
総
司
令
官
の
遼
陽
占
領
ニ
関
す
る
報
告
左
ノ
如
シ
／
明
治
三
十
七
年
九
月
四
日
午
前
九
時
発
／
仝

　
　
　
　
　十
時
七
分
着
／
九
月
三
日
ヨ
リ
四
日
ニ
亘
／
る
夜
間
及
四
日
朝
に
／
於
け
る
戦
闘
に
て
遼
／
陽
ハ
全
く
我
有
ニ
歸
／
せ
り
／

　
　
　
　
　明
治
三
十
七
年
九
月
四
日

※�

⑤
～
⑦
の
三
枚
は
発
地
の
消
印
は
読
み
取
れ
な
い
も
の
の
同
日
に
発
送
し
た
よ
う
で
、
本
文
中
に
は
九
月
四
日
の
日
付
が
あ
り
、
棚

尾
に
は
同
六
日
に
到
着
し
て
い
る
。
使
用
絵
葉
書
は
い
ず
れ
も
大
日
本
絵
端
書
会
発
行
の
も
の
で
あ
る
。「
遼
陽
会
戦
」
の
結
果
に

つ
い
て
速
報
を
し
て
い
る
。

資
料
紹
介

藤
井
家
に
残
さ
れ
た
絵
葉
書

⑤-1　表⑥-1　表⑦-1　表

⑤-2　裏⑥-2　裏⑦-2　裏
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⑧
明
治
三
七
年
一
〇
月
一
〇
日
発
　
東
京
藤
井
か
ら
藤
井
忠
三
郎
宛

【
使
用
絵
葉
書
】
Ｈ
・
Ｉ
（
野
営
）

【
葉
書
表
】
三
河
国
碧
海
郡
／
棚
尾
村
／
藤
井
忠
三
郎
様
／
東
京
市
日
本
橋
区
本
材
木
町
／
藤
井

【
葉
書
裏
】
旅
順
攻
囲
軍
戦
報
／
五
月
二
十
六
日
ヨ
リ
／
七
月
三
十
一
日
迄
ニ
於
／
け
る
攻
囲
軍
作
／
戦
経
過
公
報
／
発
表
セ
ら
れ
た
里り

　
　
　
　
　／
明
治
三
十
七
年
／
十
月
十
日

�

※�

重
二
郎
の
差
出
人
住
所
に
「
日
本
橋
区
本
材
木
町
」
と
あ
り
、
後
に
記
さ
れ
る
住
所
「
日
本
橋
区
榑
正
町
」
と
は
異
な
っ
て
い
る
の

で
、
こ
の
後
、
明
治
三
八
年
三
月
（
㉔
参
照
）
ま
で
の
間
に
転
居
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

⑨
明
治
三
七
年
一
〇
月
一
三
日
発
　
東
京
藤
井
か
ら
藤
井
忠
三
郎
宛

【
使
用
絵
葉
書
】
木
曜
会
（
サ
イ
ン
：
Ｈ
・
Ｉ
）《
騎
兵
の
奮
闘
》（
日
露
戦
争
陸
戦
之
部
第
一
輯
（
一
九
〇
四
年
）
よ
り
）

【
葉
書
表
】
三
河
国
碧
海
郡
棚
尾
村
／
藤
井
忠
三
郎
様
／
東
京
　
藤
井

【
葉
書
裏
】
兎
に
角
今
回
／
の
決
戦
ハ
開
戦
以
来
／
未
だ
其
比
を
見
ざ
る
／
壮
絶
快
絶
の
大
戦
尓に

／
し
て 

我
軍
は
頗
／
る
良
好
な
る
結
果

　
　
　
　
　／
を
得
つ
ゝ
あ
り
／
三
十
七
年
十
月
十
三
日

⑩
明
治
三
七
年
一
〇
月
一
七
日
発
　
東
京
藤
井
か
ら
藤
井
忠
三
郎
宛

【
使
用
絵
葉
書
】
荻
原
一
羊
《
万
歳
の
風
景
》（
絵
葉
書
万
歳
（
一
九
〇
四
年
）
よ
り
）

【
葉
書
表
】
三
河
国
碧
海
郡
／
棚
尾
村
／
藤
井
忠
三
郎
様
／
東
京
　
藤
井

【
葉
書
裏
】
十
月
十
日
よ
り
本
日
尓に

渡
る
／
奉
天
方
面
の
大
会
戦
／
を
沙
河
の
会
戦
と
／
名
つ
く
／
沙
河
會
戦
／
大
捷
／
万
歳
／
十
月

　
　
　
　
　十
七
日

⑪
明
治
三
七
年
一
〇
月
一
七
日
発
　
東
京
藤
井
か
ら
藤
井
忠
三
郎
宛

【
使
用
絵
葉
書
】
明
治
三
七
年
戦
役
紀
念
郵
便
絵
葉
書
（
逓
信
省
　
第
一
回
発
行
）「
九
連
城
ノ
戦
利
品
」

【
葉
書
表
】
三
河
国
碧
海
郡
棚
尾
村
／
藤
井
忠
三
郎
様
／
東
京
　
藤
井

【
葉
書
裏
】
三
十
七
年
十
月
十
七
日
／
中
央
軍
／
ハ
沙
河
／
堡
南
方
／
を
占
領
し
／
戦
利
砲
／
総
計
／
三
拾
四
門
／
と
な
る
／
左
翼
軍
は

　
　
　
　
　／
ラ
フ
ボ
フ
ト
レ
■
鉄
道
の
／
東
方
ニ
現
れ
之
を
占
領
／
せ
る
哉 
敵
ハ
鉄
道
を
利
／
用
し
て
退
却
／
す
る
■
い
に
観
戦
／
外

　
　
　
　
　国
人
皆
我
軍
作
戦
ノ
雄
大
な
る
を
／
賞
す
／
戦
利
砲
三
十
門
／
小
銃
■
■
／
多
数

資
料
紹
介

藤
井
家
に
残
さ
れ
た
絵
葉
書

⑧-1　表⑨-1　表⑪-1　表 ⑩-1　表

⑧-2　裏⑨-2　裏⑪-2　裏 ⑩-2　裏
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⑫
明
治
三
七
年
一
〇
月
一
七
日
発
　
東
京
藤
井
か
ら
藤
井
忠
三
郎
宛

【
使
用
絵
葉
書
】
明
治
三
七
年
戦
役
紀
念
郵
便
絵
葉
書
（
逓
信
省
　
第
一
回
発
行
）「
鴨
緑
江
ノ
砲
戦
」

【
葉
書
表
】
三
河
国
碧
海
郡
棚
尾
村
／
藤
井
忠
三
郎
様
／
東
京
　
藤
井

【
葉
書
裏
】
沙
河
／
會
戦
／
大
捷
／
我
右
翼
／
軍
方
面
／
へ
現
れ
た
る
／
敵
の
約
八
／
師
団 

遺
棄
／
せ
し
死
体
五
千
／
五
百
あ
り 

死
傷
／

　
　
　
　
ハ
三
万
ニ
達
／
せ
る
な
ら
ん
／
三
十
七
年
十
月
十
七
日

※�

⑩
～
⑫
は
同
日
の
発
送
。
初
め
て
逓
信
省
発
行
の
日
露
戦
争
記
念
絵
葉
書
の
使
用
が
確
認
さ
れ
る
。「
沙
河
会
戦
」
に
つ
い
て
の
情

報
を
記
す
。

⑬
明
治
三
七
年
一
〇
月
二
三
日
発
　
東
京
藤
井
か
ら
藤
井
忠
三
郎
宛

【
使
用
絵
葉
書
】
明
治
三
七
年
戦
役
紀
念
郵
便
絵
葉
書
（
逓
信
省
　
第
一
回
発
行
）「
南
山
ノ
攻
撃
・
南
山
ノ
鉄
条
・
占
領
後
ノ
南
山
」

【
葉
書
表
】
三
河
国
碧
海
郡
棚
尾
村
／
藤
井
忠
三
郎
様
／
東
京
　
藤
井

【
葉
書
裏
】
沙
河
大
激
戦
の
大
好
結
／
果
　
十
月
廿
二
日
午
後
着
／
沙
河
会
戦
ニ
於
け
る
戦
利
／
具
他
に
関
し 

本
日
迄
略
し
調
／
査
せ
し

　
　
　
　
も
の
左
の
如
し
／
捕
虜
　
約
五
百
人
／
遺
棄
せ
し
死
屍
　
壱
万
五
百
五
十
人
／
三
十
七
年
十
月
廿
三
日
　
第
一

⑭
明
治
三
七
年
一
〇
月
二
三
日
発
　
東
京
藤
井
か
ら
藤
井
忠
三
郎
宛

【
使
用
絵
葉
書
】
明
治
三
七
年
戦
役
紀
念
郵
便
絵
葉
書
（
逓
信
省
　
第
一
回
発
行
）「
大
同
江
流
氷
中
ノ
我
艦
船
」

【
葉
書
表
】
三
河
国
碧
海
郡
棚
尾
村
／
藤
井
忠
三
郎
様
／
東
京
　
藤
井

【
葉
書
裏
】
三
十
七
年
／
十
月
廿
三
日
／
第
二
／
戦
利
品
／
大
砲
四
十
五
／
門
／
弾
薬
車
　
三
拾
七
輌
／
小
銃
　
五
千
四
百
七
十
四
挺

　
　
　
　
／
砲
弾
　
六
千
九
百
弐
十
発
／
小
銃
弾
薬
　
七
万
五
千
発
／
刀
　
弐
十
振
／
方
匙
　
四
十
八
／
圓
匙
　
四
十
四
／
斧
　

　
　
　
　
二
十
三

資
料
紹
介

藤
井
家
に
残
さ
れ
た
絵
葉
書

⑬-1　表⑭-1　表

⑬-2　裏⑭-2　裏

⑫-1　表

⑫-2　裏
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⑮
明
治
三
七
年
一
〇
月
二
三
日
発
　
東
京
藤
井
か
ら
藤
井
忠
三
郎
宛

【
使
用
絵
葉
書
】
明
治
三
七
年
戦
役
紀
念
郵
便
絵
葉
書
（
逓
信
省
　
第
一
回
発
行
）「
第
一
軍
司
令
部
渡
靉
河
・
戦
後
ノ
蛤
蟆
塘
・
第
一
軍

　
　
　
　
　
　
靉
河
渡
歩
」

【
葉
書
表
】
三
河
国
碧
海
郡
棚
尾
村
／
藤
井
忠
三
郎
様
／
東
京
　
藤
井

【
葉
書
裏
】
三
十
七
年
十
月
廿
三
日
／
第
三
／
外
套
三
五
六
／
折
畳
テ
ン
ト
　
八
十
五
／
外 

数
十
里
ノ
戦
場
ニ
／
遺
棄
セ
シ
武
器
莫
／
大

　
　
　
　
ノ
数
ニ
テ
僅
少
ノ
日
数
ニ
テ
ノ
／
調
査
遂
ケ
難
シ
／
敵
ノ
死
傷
総
数
／
六
万
人

※
⑬
～
⑮
も
同
日
の
発
送
。「
沙
河
会
戦
」
の
戦
果
報
告
で
あ
り
、
本
文
中
に
第
一
、
第
二
、
第
三
と
内
容
の
順
番
を
明
示
し
て
い
る
。

⑯
明
治
三
七
年
一
二
月
二
五
日
発
　
東
京
藤
井
か
ら
藤
井
忠
三
郎
宛

【
使
用
絵
葉
書
】
明
治
三
七
年
戦
役
紀
念
郵
便
絵
葉
書
（
逓
信
省
　
第
二
回
発
行
）「
得
利
寺
戦
役
我
兵
ノ
砲
撃
」

【
葉
書
表
】
三
河
国
碧
海
郡
棚
尾
村
／
藤
井
忠
三
郎
様
／
東
京
　
藤
井

【
葉
書
裏
】
攻
囲
軍
ノ
大
活
動
／
太
陽
湖
鴨
湖
嘴
／
砲
臺
ノ
占
領
／
卅
七
年
／
十
二
月
廿
五
日

⑰
明
治
三
七
年
一
二
月
二
五
日
発
　
東
京
藤
井
か
ら
藤
井
忠
三
郎
宛

【
使
用
絵
葉
書
】
明
治
三
七
年
戦
役
紀
念
郵
便
絵
葉
書
（
逓
信
省
　
第
二
回
発
行
）「
我
巡
洋
艦
ノ
陸
上
砲
撃
」（
一
九
〇
四
年
一
二
月

二
五
日
発
行
）

【
葉
書
表
】
三
河
国
碧
海
郡
棚
尾
村
／
藤
井
忠
三
郎
様
／
東
京
　
藤
井

【
葉
書
裏
】
旅
順
州
／
戦
の
一
段
／
落 

敵
第
／
一
艦
隊
の
全
／
滅
／
明
治
三
十
七
年
／
十
二
月
廿
五
日

※
⑯
・
⑰
は
逓
信
省
の
第
二
回
記
念
絵
葉
書
が
発
行
さ
れ
た
当
日
に
、
そ
の
絵
葉
書
を
使
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

資
料
紹
介

藤
井
家
に
残
さ
れ
た
絵
葉
書

⑯-1　表⑰-1　表

⑯-2　裏⑰-2　裏

⑮-1　表

⑮-2　裏
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⑱
明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）
年
一
月
一
日
発
　
東
京
重
二
郎
か
ら
藤
井
忠
三
郎
宛

【
使
用
絵
葉
書
】
日
本
金
工
協
会
第
二
回
競
技
会
記
念
絵
葉
書

【
葉
書
表
】
三
河
国
碧
海
郡
棚
尾
村
／
藤
井
忠
三
郎
様
／
東
京
／
重
二
郎

【
葉
書
裏
】
拝
啓 

羽
折
御
戻
し
／
被く
だ
さ
れ下 

正
に
受
取
申
候
／
御
多
用
申
程
／
ニ 

難あ
り
が
た
く有 

候
御
厚
／
礼
申
上
候 

ま
古こ

と
／
尓に

よ
ろ
し
く
出
来

　
　
　
　
／
大
井
ニ
喜
比び

申
候
／
程
尓に

申
上
事
■
■
■
／
多
忙
申
し
何
れ
春す

具ぐ

尓に

万ま

多た

申
上
候
／
拝
具
／
三
十
一
日
　
十
二
時

※�

重
二
郎
か
ら
忠
三
郎
に
宛
て
た
絵
葉
書
の
中
で
、
唯
一
日
露
戦
争
と
関
係
の
な
い
話
題
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
使
用
絵
葉
書
も
日
露

戦
争
に
関
わ
る
も
の
で
は
な
い
。
日
付
的
に
は
年
賀
状
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
雰
囲
気
は
み
ら
れ
な
い
。
状
況
の
詳
細

は
不
明
だ
が
、
羽
織
を
受
け
取
っ
た
こ
と
へ
の
礼
状
の
よ
う
で
あ
る
。

⑲
明
治
三
八
年
一
月
二
日
発
（
東
京
発
消
印
）　
　
藤
井
忠
三
郎
宛

【
使
用
絵
葉
書
】
画
家
は
和
田
三
造
と
推
定
（
提
灯
）

【
葉
書
表
】
三
河
国
碧
海
郡
棚
尾
村
／
藤
井
忠
三
郎
様

【
葉
書
裏
】
旅
順
陥
落
／
萬
歳
／
征
露
二
年
／
一
月
二
日

⑳
明
治
三
八
年
一
月
二
日
発
（
東
京
発
消
印
）　
　
藤
井
忠
三
郎
宛

【
使
用
絵
葉
書
】
画
家
は
和
田
三
造
と
推
定
（
月
夜
の
軍
艦
）

【
葉
書
表
】
三
河
国
碧
海
郡
／
棚
尾
村
／
藤
井
忠
三
郎
様

【
葉
書
裏
】
旅
順
開
城
／
萬
歳
／
征
露
二
年
一
月
二
日

㉑
明
治
三
八
年
一
月
二
日
発
（
東
京
発
消
印
）　
　
藤
井
忠
三
郎
宛

【
使
用
絵
葉
書
】
画
家
は
和
田
三
造
と
推
定
（
行
軍
）

【
葉
書
表
】
三
河
国
碧
海
郡
棚
尾
村
／
藤
井
忠
三
郎
様

【
葉
書
裏
】
旅
順
降
伏
／
萬
歳
／
征
露
二
年
／
正
月
二
日

資
料
紹
介

藤
井
家
に
残
さ
れ
た
絵
葉
書

⑱-1　表⑲-1　表㉑-1　表 ⑳-1　表

⑱-2　裏⑲-2　裏㉑-2　裏 ⑳-2　裏
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㉒
明
治
三
八
年
一
月
二
日
発
（
東
京
発
消
印
）　
　
藤
井
忠
三
郎
宛

【
使
用
絵
葉
書
】
現
状
詳
細
不
明
（
東
京
吉
川
公
文
館
製
　
遼
東
半
島
地
図
）

【
葉
書
表
】
三
河
国
碧
海
郡
／
棚
尾
村
／
藤
井
忠
三
郎
様

【
葉
書
裏
】
旅
順
陥
落

�

※�

⑲
～
㉒
の
四
枚
は
、
明
治
三
八
年
一
月
二
日
の
旅
順
陥
落
の
報
を
受
け
て
、
速
報
的
に
記
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
発
地
の
消
印
の

日
付
は
読
み
取
れ
ず
、
着
地
の
消
印
も
捺
さ
れ
て
い
な
い
が
、
本
文
中
の
記
載
か
ら
二
日
な
い
し
は
三
日
の
投
函
と
考
え
ら
れ
る
。

㉓
明
治
三
八
年
三
月
一
一
日
発
　
東
京
　
重
二
郎
か
ら
藤
井
忠
三
郎
宛

【
使
用
絵
葉
書
】
二
世 

五
姓
田
芳
柳
《
先
登
旗
》（『
ハ
ガ
キ
文
学
』
二
巻
二
号
付
録
）

【
葉
書
表
】
三
河
国
碧
海
郡
棚
尾
／
村
／
藤
井
忠
三
郎
様
／
東
京
　
重
二
郎

【
葉
書
裏
】
三
月
十
日
大
本
営
着
／
電
／
今
十
日
午
前
十
時
／
奉
天
ヲ
占
領
／
セ
リ
／
数
日
来
の
包
囲
攻
／
撃
は
全
て
其
目
／
的
ヲ
達
セ

　
　
　
　
リ
／
萬
歳
／
明
治
三
十
八
年
三
月
十
日

※
奉
天
会
戦
の
「
勝
利
」
に
あ
た
っ
て
記
し
た
も
の
。

㉔
明
治
三
八
年
三
月
一
一
日
発
（
名
古
屋
発
消
印
）　
　
達
吉
か
ら
藤
井
重
二
郎
宛

【
使
用
絵
葉
書
】
戦
役
紀
念
郵
便
絵
葉
書
（
逓
信
省
　
第
三
回
発
行
・
赤
十
字
事
業
ノ
部
）「
篤
志
看
護
婦
人
会
ニ
於
ケ
ル
貴
婦
人
戦
傷
者

　
　
　
　
　
　
ノ
手
術
介
補
」

【
葉
書
表
】
東
京
日
本
橋
区
槫
正
町
十
四
／
藤
井
重
二
郎
様
／
達
吉

【
葉
書
裏
】
大
会
戦
／
大
捷
萬
歳

㉕
明
治
三
八
年
三
月
一
一
日
発
　
　
ナ
ゴ
ヤ
藤
井
か
ら
藤
井
重
二
郎
宛

【
使
用
絵
葉
書
】
戦
役
紀
念
郵
便
絵
葉
書
（
逓
信
省
　
第
三
回
発
行
・
赤
十
字
事
業
ノ
部
）「
篤
志
看
護
婦
人
会
総
裁
閑
院
宮
妃
智
恵
子
殿
下
」

【
葉
書
表
】
東
京
日
本
橋
区
槫
正
町
十
四
／
藤
井
重
二
郎
様
／
ナ
ゴ
ヤ
　
藤
井

【
葉
書
裏
】
奉
天
占
領
／
萬
ざ
い

資
料
紹
介

藤
井
家
に
残
さ
れ
た
絵
葉
書

㉒-1　表㉔-1　表 ㉓-1　表㉕-1　表

㉒-2　裏㉔-2　裏 ㉓-2　裏㉕-2　裏
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㉖
明
治
三
八
年
三
月
一
一
日
発
　
　
ナ
ゴ
ヤ
藤
井
か
ら
藤
井
重
二
郎
宛

【
使
用
絵
葉
書
】
戦
役
紀
念
郵
便
絵
葉
書
（
逓
信
省
　
第
三
回
発
行
・
赤
十
字
事
業
ノ
部
）「
篤
志
看
護
婦
人
会
ニ
於
ケ
ル
内
外
貴
婦
人
ノ

　
　
　
　
　
　
　繃
帯
調
整
」

【
葉
書
表
】
東
京
日
本
橋
区
槫
正
町
十
四
／
藤
井
重
二
郎
様
／
ナ
ゴ
ヤ
　
藤
井

【
葉
書
裏
】
旅
順
占
領
萬
歳

�

※�

奉
天
会
戦
の「
勝
利
」に
あ
た
っ
て
は
当
時
名
古
屋
に
居
た
達
吉
か
ら
も
重
二
郎
に
あ
て
て
一
度
に
三
枚
の
葉
書
を
送
っ
て
い
る
。㉕
・

㉖
に
は
ナ
ゴ
ヤ
藤
井
と
あ
る
だ
け
だ
が
、
㉔
と
同
筆
と
見
ら
れ
、
こ
れ
も
達
吉
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。
逓
信
省
の
第
三
回
記
念
絵
葉

書
の
赤
十
字
事
業
ノ
部
三
枚
組
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
て
い
る
。
情
報
の
詳
細
を
記
す
こ
と
が
多
い
重
二
郎
の
も
の
と
は
異
な
り
、
勝

利
を
祝
う
文
言
の
み
の
簡
略
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

㉗
明
治
三
八
年
三
月
一
六
日
発
（
東
京
発
消
印
）　
　
藤
井
重
か
ら
藤
井
忠
三
郎
宛

【
使
用
絵
葉
書
】
戦
役
紀
念
郵
便
絵
葉
書
逓
信
省
（
逓
信
省
　
第
三
回
発
行
・
遼
陽
ノ
部
）「
遼
陽
ニ
於
ケ
ル
敵
ノ
糧
秣
焼
棄
・
東
京
ニ
於

　
　
　
　
　
　
　ケ
ル
遼
陽
陥
落
祝
捷
ノ
状
況
」

【
葉
書
表
】
三
河
国
碧
海
郡
棚
尾
村
／
藤
井
忠
三
郎
様
／
藤
井
重

【
葉
書
裏
】
鉄
嶺
占
領
萬
歳
！
／
我
先
進
部
隊
ハ
今
十
六
日
午
前
／
零
時
二
十
分
鉄
嶺
ヲ
占
領
／
せ
り
　
三
月
十
六
日

※
「
鉄
嶺
占
領
」
を
受
け
て
書
か
れ
た
も
の
。

㉘
明
治
三
八
年
五
月
二
九
日
発
　
　
東
京
重
二
郎
か
ら
藤
井
忠
三
郎
宛

【
使
用
絵
葉
書
】
戦
役
紀
念
郵
便
絵
葉
書
（
逓
信
省
　
第
三
回
発
行
・
天
長
節
ノ
部
）「
戦
地
ニ
於
ケ
ル
海
軍
ノ
天
長
節
・
東
郷
大
将
」

【
葉
書
表
】
三
河
国
碧
海
郡
棚
尾
村
／
藤
井
忠
三
郎
様
／
東
京
　
重
二
郎

【
葉
書
裏
】
敵
艦
／
全
滅
／
！
／
萬
歳
／
卅
八
年
／
五
月
廿
九
日

資
料
紹
介

藤
井
家
に
残
さ
れ
た
絵
葉
書

㉗-1　表㉘-1　表

㉗-2　裏㉘-2　裏

㉖-1　表

㉖-2　裏
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㉙
明
治
三
八
年
五
月
三
〇
日
発
　
　
東
京
　
重
か
ら
藤
井
忠
三
郎
宛

【
使
用
絵
葉
書
】
武
内
桂
舟
「
北
条
時
宗
と
神
風
」（『
ハ
ガ
キ
文
学
』
二
巻
一
号
（
一
九
〇
五
年
一
月
）
付
録
）

【
葉
書
表
】
三
河
国
碧
海
郡
棚
尾
村
／
藤
井
忠
三
郎
様
／
東
京
　
重

【
葉
書
裏
】
い
つ
し
か
雲
／
は
れ
て
／
玄
海
灘
目
指
し
／
明
治
卅
八
年
／
五
月
三
十
日
／
未
明
大
海
戦
の
／
翌
日

㉚
明
治
三
八
年
五
月
三
〇
日
発
　
　
東
京
藤
井
か
ら
藤
井
忠
三
郎
宛

【
使
用
絵
葉
書
】
戦
役
紀
念
郵
便
絵
葉
書
（
逓
信
省
　
第
三
回
発
行
・
海
軍
ノ
部
）「
水
雷
艇
隊
ノ
敵
艦
攻
撃
」

【
葉
書
表
】
三
河
国
碧
海
郡
／
棚
尾
村
／
藤
井
忠
三
郎
様
／
東
京
　
藤
井

【
葉
書
裏
】
敵
艦
捕
獲
／
戦
闘
艦
　
二
隻
／
海
防
艦
　
二
隻
／
特
務
艦
　
一
隻
／
駆
逐
艦
　
一
隻
／
明
治
三
十
八
年
／
五
月
三
十
日

㉛
明
治
三
八
年
五
月
三
〇
日
発
　
　
東
京
藤
井
か
ら
藤
井
忠
三
郎
宛

【
使
用
絵
葉
書
】
明
治
三
七
年
戦
役
紀
念
郵
便
絵
葉
書
（
逓
信
省
　
第
一
回
発
行
）「
旅
順
口
ノ
封
鎖
中
ノ
我
艦
隊
・
我
艦
隊
ノ
停
泊
」

【
葉
書
表
】
三
河
国
碧
海
郡
／
棚
尾
村
／
藤
井
忠
三
郎
様
／
東
京
　
藤
井

【
葉
書
裏
】
捕
虜
／
海
軍
少
将
以
下
／
三
千
名
／
余
／
明
治
三
十
八
年
五
月
三
十
日

㉜
明
治
三
八
年
五
月
三
〇
日
発
　
　
東
京
　
重
か
ら
藤
井
忠
三
郎
宛

【
使
用
絵
葉
書
】
戦
役
紀
念
郵
便
絵
葉
書
（
逓
信
省
　
第
三
回
発
行
・
海
軍
ノ
部
）「
連
合
艦
隊
ノ
主
力
敵
艦
ニ
向
フ
」

【
葉
書
表
】
三
河
国
碧
海
郡
／
棚
尾
村
／
藤
井
忠
三
郎
様
／
東
京
　
重

【
葉
書
裏
】
敵
艦
事
実
上
ノ
全
滅
！
／
明
治
三
十
八
年
五
月
三
十
日

�

※�

㉘
～
㉜
の
一
連
の
葉
書
は
、
日
本
海
軍
が
ロ
シ
ア
・
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
を
破
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
「
日
本
海
海
戦
」
の
勝
利
を
受

け
て
の
も
の
。

資
料
紹
介

藤
井
家
に
残
さ
れ
た
絵
葉
書

㉜-1　表 ㉛-1　表 ㉙-1　表㉚-1　表

㉜-2　裏 ㉛-2　裏 ㉙-2　裏㉚-2　裏
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㉝
明
治
三
八
年
七
月
一
〇
日
発
（
東
京
発
消
印
）　
　
藤
井
重
二
郎
か
ら
藤
井
忠
三
郎
宛

【
使
用
絵
葉
書
】
戦
役
紀
念
郵
便
絵
葉
書
（
逓
信
省
　
第
三
回
発
行
・
旅
順
口
ノ
部
）「
海
鼠
山
占
領
ノ
高
地
ヨ
リ
見
タ
ル
旅
順
口
ノ
全
景
」

【
葉
書
表
】
三
河
国
碧
海
郡
棚
尾
村
／
藤
井
忠
三
郎
様
／[

東
京
市
日
本
橋
區
槫
正
町
拾
四
番
地
／
藤
井
重
二
郎](

住
所
印)

【
葉
書
裏
】
七
月
十
日
／
大
本
営
着
電
／
樺
太
上
陸
／
軍
ハ
大
な
る
／
敵
の
抵
抗
／
を
凌
ぐ
る
で
／
も
な
く
／
七
月
八
日
／
早
朝
／
コ
ル

　
　
　
　
　サ
コ
フ
／
ヲ
占
領
せ
／
り
／
陸
海
軍
／
萬
歳
／
明
治
三
十
八
年
七
月
十
日

※�

「
樺
太
占
領
」
を
受
け
て
の
も
の
。
な
お
本
状
を
含
め
て
重
二
郎
は
逓
信
省
の
第
三
回
記
念
絵
葉
書
の
各
部
の
も
の
を
使
用
し
て
い

る
が
、
達
吉
か
ら
送
ら
れ
た
赤
十
字
事
業
之
部
の
葉
書
に
つ
い
て
は
、
使
用
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

㉞
明
治
三
八
年
一
〇
月
八
日
発
（
東
京
発
消
印
）　
　
藤
井
重
二
郎
か
ら
藤
井
忠
三
郎
宛

【
使
用
絵
葉
書
】「
宮
城
二
重
橋
之
景
」

【
葉
書
表
】
三
河
国
碧
海
郡
棚
尾
村
／
藤
井
忠
三
郎
様
／[

東
京
市
日
本
橋
區
槫
正
町
拾
四
番
地
／
藤
井
重
二
郎] (

住
所
印)

【
葉
書
裏
】
一
周
年
／
紀
念
／
明
治
三
十
八
年
十
月
八
日

�

※�

こ
こ
で
い
う
一
周
年
も
日
露
戦
争
に
関
わ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
日
露
戦
争
の
宣
戦
布
告
は
前
年
二
月
の
こ
と
で
あ
り
、
何
を
基

準
と
し
た
一
周
年
か
は
不
明
で
あ
る
。
あ
る
い
は
個
人
的
な
出
来
事
の
可
能
性
も
あ
る
。
な
お
、
本
状
と
㉝
の
も
の
二
枚
に
は
差
出

人
で
あ
る
藤
井
重
二
郎
の
住
所
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。

㉟
明
治
三
八
年
一
〇
月
二
三
日
発
（
東
京
発
消
印
）　
　
藤
井
重
二
郎
か
ら
藤
井
忠
三
郎
宛

【
使
用
絵
葉
書
】
観
艦
式
紀
念
絵
葉
書
（
逓
信
省
発
行
）「
東
郷
大
将
・
日
露
戦
役
ニ
於
ケ
ル
帝
国
軍
艦
ノ
増
減
」

【
葉
書
表
】
三
河
国
碧
海
郡
／
棚
尾
村
／
藤
井
忠
三
郎
様
／
東
京
日
本
橋
区
槫
正
町
／
藤
井
重
二
郎

【
葉
書
裏
】
私
信
な
し

資
料
紹
介

藤
井
家
に
残
さ
れ
た
絵
葉
書

㉞-2　裏

㉝-1　表

㉟-2　裏

㉞-1　表

㉝-2　裏

㉟-1　表
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㊱
明
治
三
八
年
一
〇
月
二
三
日
発
（
東
京
発
消
印
）　
　
藤
井
重
二
郎
か
ら
藤
井
忠
三
郎
宛

【
使
用
絵
葉
書
】
観
艦
式
紀
念
絵
葉
書
（
逓
信
省
発
行
）「
皇
居
二
重
橋
・
水
兵
」

【
葉
書
表
】
三
河
国
碧
海
郡
棚
尾
村
／
藤
井
忠
三
郎
様
／
東
京
日
本
橋
区
槫
正
町
／
藤
井
重
二
郎

【
葉
書
裏
】
私
信
な
し

�

※�

㉟
・
㊱
も
同
日
の
投
函
。
便
り
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
前
日
に
発
行
さ
れ
た
観
艦
式
紀
念
絵
葉
書
を
用
い
て
お
り
、
消
印
も
「
明

治
卅
八
年
凱
旋
觀
艦
式
紀
念
」
の
も
の
で
あ
る
た
め
、
ま
さ
に
記
念
と
し
て
発
送
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

㊲
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
五
月
二
〇
日
発
　
名
古
屋
　
藤
井
か
ら
藤
井
忠
三
郎
宛

【
使
用
絵
葉
書
】
現
状
詳
細
不
明
（
花
）

【
葉
書
表
】
三
河
国
／
碧
海
郡
棚
尾
村
／
藤
井
忠
三
郎
様
／
名
古
屋
　
藤
井

【
葉
書
裏
】
私
信
な
し

※�

名
古
屋
の
藤
井
、
つ
ま
り
達
吉
か
ら
父
・
忠
三
郎
へ
送
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
便
り
が
記
さ
れ
て
お
ら
ず
用
件
等
は
不
明
だ
が
、

消
印
が
「
鐵
道
五
千
哩
祝
賀
會
紀
念
」
の
も
の
で
あ
る
た
め
、
記
念
的
に
送
っ
た
も
の
の
可
能
性
が
あ
る
。
ち
な
み
に
達
吉
は
こ
の

年
一
月
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
帰
国
し
て
い
る
。

㊳
明
治
三
九
年
五
月
二
七
日
発
（
東
京
発
消
印
）　
　
藤
井
忠
三
郎
宛

【
使
用
絵
葉
書
】
現
状
詳
細
不
明
（
東
郷
大
将
）

【
葉
書
表
】
三
河
国
碧
海
郡
棚
尾
村
／
藤
井
忠
三
郎
様

【
葉
書
裏
】
私
信
な
し

※�

「
明
治
卅
七
八
年
戦
役
海
軍
記
念
日
」
の
東
京
発
消
印
が
確
認
で
き
る
が
差
出
人
は
書
か
れ
て
お
ら
ず
、便
り
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。

明
治
三
九
年
は
、
一
月
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
帰
国
し
た
達
吉
が
、
時
期
は
不
明
な
が
ら
上
京
す
る
年
で
あ
る
の
で
達
吉
に
よ
る
可
能
性

も
あ
る
。
宛
名
の
字
体
か
ら
は
何
と
も
言
い
が
た
い
が
、
達
吉
は
一
週
間
前
に
名
古
屋
か
ら
父
親
宛
の
葉
書
を
出
し
て
い
る
（
㊲
）

の
で
、
今
は
重
二
郎
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
お
く
。

資
料
紹
介

藤
井
家
に
残
さ
れ
た
絵
葉
書

㊲-1　表㊳-1　表

㊲-2　裏㊳-2　裏

㊱-1　表

㊱-2　裏
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㊴
明
治
三
九
年
八
月
七
日
（
湯
本
発
消
印
）　
　
達
吉
か
ら
藤
井
忠
三
郎
宛

【
使
用
絵
葉
書
】
現
状
詳
細
不
明
（
箱
根
街
道
写
真
）

【
葉
書
表
】
三
河
国
碧
海
郡
棚
尾
村
／
藤
井
忠
三
郎
様

【
葉
書
裏
】
其
後
／
無
事
／
御
座
候
／
一
両
日
／
中
尓に

／
東
京
へ
／
行
申
候
／
余
は
東
京
か
ら
／
塔
の
澤
／
達
吉

�

※
東
京
へ
向
か
う
途
中
の
達
吉
が
箱
根
の
塔
ノ
沢
か
ら
忠
三
郎
へ
送
っ
た
葉
書
。
順
調
に
東
京
へ
向
か
っ
て
い
る
様
子
が
記
さ
れ
る
。

達
吉
は
こ
の
年
に
七
宝
店
を
辞
め
て
上
京
し
、
美
術
工
芸
家
と
し
て
の
道
を
歩
み
だ
す
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
時
の
東
京
行

き
が
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
あ
た
る
か
は
、
今
後
の
検
討
を
要
す
る
。

　
以
上
使
用
済
の
絵
葉
書
に
つ
い
て
み
て
き
た
が
、
あ
ら
た
め
て
差
出
人
と
受
取
人
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
こ
う
。
三
九
枚
の
う
ち
の
大

半
を
占
め
る
の
は
、
差
出
人
名
こ
そ
「
藤
井
両
人
」「
東
京
　
藤
井
」「
藤
井
　
重
」「
藤
井
重
二
郎
」
と
い
く
つ
か
あ
る
も
の
の
、
筆
跡

な
ど
か
ら
い
ず
れ
も
東
京
の
藤
井
重
二
郎
（
達
吉
の
次
兄
）
が
碧
海
郡
棚
尾
村
（
現
・
碧
南
市
）
の
父
・
藤
井
忠
三
郎
へ
宛
て
た
も
の
と

思
わ
れ
、
三
四
枚
あ
る
。
残
る
五
枚
は
い
ず
れ
も
達
吉
が
出
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
三
枚
は
名
古
屋
か
ら
東
京
の
兄
・
重
二
郎
へ
、
一
枚

は
同
じ
く
名
古
屋
か
ら
棚
尾
の
父
・
忠
三
郎
へ
、
一
枚
は
東
京
へ
向
か
う
途
上
の
箱
根
か
ら
忠
三
郎
に
宛
て
た
も
の
で
あ
っ
た
。
忠
三
郎

に
あ
て
ら
れ
た
葉
書
三
六
枚
は
、
棚
尾
の
藤
井
家
で
ま
と
め
て
保
管
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、
当
時
居
住
地
を
別

に
し
て
い
た
重
二
郎
の
手
許
に
残
さ
れ
た
は
ず
の
三
枚
も
藤
井
家
絵
葉
書
資
料
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。

資
料
紹
介

藤
井
家
に
残
さ
れ
た
絵
葉
書

㊴-1　表

㊴-2　裏

未
使
用
の
絵
葉
書

　
続
い
て
未
使
用
の
も
の
を
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
藤
井
家
絵
葉
書
資
料
の
未
使
用
絵
葉
書
の
中
で
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
三
二
枚
と

半
数
近
く
を
占
め
る
、
雑
誌
『
女
学
世
界
』
の
付
録
絵
葉
書
で
あ
る
。
絵
葉
書
ブ
ー
ム
が
起
こ
る
と
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
雑
誌
の
付
録
と

し
て
絵
葉
書
を
同
封
す
る
こ
と
が
流
行
し
た
。
そ
れ
ら
の
絵
葉
書
に
は
、
著
名
な
画
家
が
原
画
を
描
く
こ
と
も
多
く
、『
女
学
世
界
』
付

録
の
絵
葉
書
は
ま
さ
に
そ
の
好
例
と
い
え
る
。
こ
の
ほ
か
、
少
数
ず
つ
な
が
ら
他
の
付
録
絵
葉
書
や
日
露
戦
争
関
係
の
絵
葉
書
、
肉
筆
絵

葉
書
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
順
次
紹
介
し
て
い
く
。

（
１
）『
女
学
世
界
』
付
録
絵
葉
書
【
三
二
枚
】

『
女
学
世
界
』
は
明
治
三
四
（
一
九
〇
一
）
年
に
博
文
館
が
創
刊
し
た
女
性
向
け
雑
誌
で
、
商
業
的
に
成
功
し
た
初
め
て
の
女
性
誌
と

評
価
さ
れ
て
い
る
。
同
誌
は
明
治
三
八
年
一
月
発
行
の
第
五
巻
一
号
か
ら
明
治
四
二
年
一
二
月
の
第
九
巻
一
六
号
ま
で
の
五
年
間
、
著
名

な
画
家
に
よ
る
絵
葉
書
を
付
録
と
し
て
い
た
。
表
１
は
該
当
期
間
の
『
女
学
世
界
』
各
号
の
目
次
を
元
に
ま
と
め
た
付
録
絵
葉
書
の
情
報
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資
料
紹
介

藤
井
家
に
残
さ
れ
た
絵
葉
書

巻号 発行年月 作家 タイトル 当館所蔵 図版
5巻 1号 明治 38(1905) 年 1 月 久保田米斎 新年山 ○ 1-1
5 巻 2 号（増刊） 明治 38(1905) 年 1 月 付録なし
5巻 3号 明治 38(1905) 年 2 月 水野年方 女学生 ○ 1-2
5 巻 4 号 明治 38(1905) 年 3 月 三宅克己 春の野 ×
5巻 5号 明治 38(1905) 年 4 月 梶田半古 春色 ○ 1-3
5 巻 6 号（増刊） 明治 38(1905) 年 4 月 付録なし
5巻 7号 明治 38(1905) 年 5 月 武内桂舟 摘草 ○ 1-4
5 巻 8 号 明治 38(1905) 年 6 月 尾竹国観 五月雨 ×
5巻 9号 明治 38(1905) 年 7 月 武内桂舟 少女　百合 ○ 1-5
5 巻 10 号（増刊） 明治 38(1905) 年 7 月 付録なし
5巻 11 号 明治 38(1905) 年 8 月 水野年方 明記なし ○ 1-6
5 巻 12 号 明治 38(1905) 年 9 月 市川 ( 水野 ) 秀方 明記なし ○ 1-7
5 巻 13 号 明治 38(1905) 年 10 月 武内桂舟 明記なし ○ 1-8
5 巻 14 号（増刊） 明治 38(1905) 年 10 月 付録なし
5巻 15 号 明治 38(1905) 年 11 月 一条成美 文つかい ○ 1-9
5 巻 16 号 明治 38(1905) 年 12 月 河崎蘭香 明記なし ×
6巻 1号 明治 39(1906) 年 1 月 上村松園 簪くらべ ○ 1-10
6 巻 2 号（増刊） 明治 39(1906) 年 1 月 付録なし
6巻 3号 明治 39(1906) 年 2 月 島崎柳塢 明記なし ○ 1-11
6 巻 4 号 明治 39(1906) 年 3 月 榊原 ( 池田 ) 蕉園 明記なし ×
6巻 5号 明治 39(1906) 年 4 月 一条成美 明記なし ×
6巻 6号（増刊） 明治 39(1906) 年 4 月 付録なし
6巻 7号 明治 39(1906) 年 5 月 北澤楽天 黄金結婚 ○ 1-12
6 巻 8 号 明治 39(1906) 年 6 月 榊原 ( 池田 ) 蕉園 ハンモック ○ 1-13
6 巻 9 号 明治 39(1906) 年 7 月 北澤楽天 女權 ○ 1-14
6 巻 10 号（増刊） 明治 39(1906) 年 7 月 付録なし
6巻 11 号 明治 39(1906) 年 8 月 市川 ( 水野 ) 秀方 明記なし ○ 1-15
6 巻 12 号 明治 39(1906) 年 9 月 水野年方 明記なし ○ 1-16
6 巻 13 号 明治 39(1906) 年 10 月 日高嶋助 明記なし ×
6巻 14 号（増刊） 明治 39(1906) 年 10 月 付録なし
6巻 15 号 明治 39(1906) 年 11 月 榊原 ( 池田 ) 蕉園 明記なし ○ 1-17
6 巻 16 号 明治 39(1906) 年 12 月 日高嶋助 明記なし ○ 1-18
7 巻 1 号 明治 40(1907) 年 1 月 榊原 ( 池田 ) 蕉園 はつ姿 ○ 1-19
7 巻 2 号（増刊） 明治 40(1907) 年 1 月 付録なし
7巻 3号 明治 40(1907) 年 2 月 日高嶋助 題名不詳 ○ 1-20
7 巻 4 号 明治 40(1907) 年 3 月 一条成美 お節句 ○ 1-21
7 巻 5 号 明治 40(1907) 年 4 月 榊原 ( 池田 ) 蕉園 花の雲 ○ 1-22
7 巻 6 号（増刊） 明治 40(1907) 年 4 月 付録なし
7巻 7号 明治 40(1907) 年 5 月 市川 ( 水野 ) 秀方 明記なし ○ 1-23
7 巻 8 号 明治 40(1907) 年 6 月 榊原 ( 池田 ) 蕉園 明記なし ○ 1-24
7 巻 9 号（増刊） 明治 40(1907) 年 6 月 太田三郎 明記なし ○ 1-25
7 巻 10 号 明治 40(1907) 年 7 月 榊原 ( 池田 ) 蕉園 明記なし ○ 1-26
7 巻 11 号 明治 40(1907) 年 8 月 太田三郎 明記なし ○ 1-27
7 巻 12 号 明治 40(1907) 年 9 月 一条成美 明記なし ○ 1-28
7 巻 13 号 明治 40(1907) 年 10 月 太田三郎 明記なし ○ 1-29
7 巻 14 号（増刊） 明治 40(1907) 年 10 月 太田三郎 明記なし ○ 1-30
7 巻 15 号 明治 40(1907) 年 11 月 一条成美 明記なし ○ 1-31
7 巻 16 号 明治 40(1907) 年 12 月 榊原 ( 池田 ) 蕉園 明記なし ×
8巻 1号 明治 41(1908) 年 1 月 太田三郎 明記なし ○ 1-32
8 巻 2 号（増刊） 明治 41(1908) 年 1 月 太田三郎 明記なし ×
8巻 3号 明治 41(1908) 年 2 月 目次には絵葉書の記載がないが、上村松園のものが

あるともいう ×
8巻 4号 明治 41(1908) 年 3 月 杉浦非水 明記なし ×
8巻 5号 明治 41(1908) 年 4 月 一条成美 明記なし ×
8巻 6号 明治 41(1908) 年 5 月 竹久夢二 明記なし ×
8巻 7号（増刊） 明治 41(1908) 年 5 月 竹久夢二 明記なし ×
8巻 8号 明治 41(1908) 年 6 月 竹久夢二 明記なし ×
8巻 9号 明治 41(1908) 年 7 月 竹久夢二 明記なし ×
8巻 10 号 明治 41(1908) 年 8 月 竹久夢二 明記なし ×
8巻 11 号 明治 41(1908) 年 9 月 宮崎 ( 渡辺 ) 與平 明記なし ×
8巻 12 号（増刊） 明治 41(1908) 年 9 月 竹久夢二 明記なし ×
8巻 13 号 明治 41(1908) 年 10 月 榊原 ( 池田 ) 蕉園 明記なし ×
8巻 14 号 明治 41(1908) 年 11 月 宮崎 ( 渡辺 ) 與平 明記なし ×
8巻 15 号（増刊） 明治 41(1908) 年 11 月 太田三郎 明記なし ×
8巻 16 号 明治 41(1908) 年 12 月 日高嶋助 明記なし ×
9巻 1号 明治 42(1909) 年 1 月 目次には絵葉書の記載がないが、上村松園のものが

あるともいう ×
9巻 2号（増刊） 明治 42(1909) 年 1 月 宮崎 ( 渡辺 ) 與平 明記なし ×
9巻 3号 明治 42(1909) 年 2 月 水野秀方 明記なし ×
9巻 4号 明治 42(1909) 年 3 月 宮崎 ( 渡辺 ) 與平 明記なし ×
9巻 5号 明治 42(1909) 年 4 月 一条成美 明記なし ×
9巻 6号 明治 42(1909) 年 5 月 作者不明 （原色版） ×
9巻 7号 明治 42(1909) 年 5 月 水野秀方 明記なし ×
9巻 8号 明治 42(1909) 年 6 月 竹久夢二 明記なし ×
9巻 9号 明治 42(1909) 年 7 月 作者不明 小川 ×
9巻 10 号 明治 42(1909) 年 8 月 宮崎 ( 渡辺 ) 與平 明記なし ×
9巻 11 号 明治 42(1909) 年 9 月 中川八郎 明記なし ×
9巻 12 号 明治 42(1909) 年 9 月 水野秀方 明記なし ×
9巻 13 号 明治 42(1909) 年 10 月 宮崎 ( 渡辺 ) 與平 明記なし ×
9巻 14 号 明治 42(1909) 年 11 月 一条成美 明記なし ×
9巻 15 号 明治 42(1909) 年 11 月 平福百穂 明記なし ×
9巻 16 号 明治 42(1909) 年 12 月 宮崎 ( 渡辺 ) 與平 明記なし ×
表1「女学世界」付録絵葉書一覧
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1-1.久保田米斎《新年 山》
（5巻1号／明治38年1月）

1-2.水野年方《女学生》
（5巻3号／明治38年2月）

1-3.梶田半古《春色》
（5巻5号／明治38年4月）

1-4.武内桂舟《摘草》
（5巻7号／明治38年5月）

1-5.武内桂舟《少女 百合》
（5巻9号／明治38年7月）

1-6.水野年方
（5巻11号／明治38年8月）

1-7.市川(水野)秀方
（5巻12号／明治38年9月）

1-8.武内桂舟
（5巻13号／明治38年10月）

1-9.一条成美《文つかい》
（5巻15号／明治38年11月）

1-10.上村松園《簪くらべ》
（6巻1号／明治39年1月）

1-11.島崎柳塢
（6巻3号／明治39年2月）

1-12.北澤楽天
（6巻7号／明治39年5月）

1-13.榊原(池田)蕉園《ハンモック》
（6巻8号／明治39年6月）

1-14.北澤楽天《女權》
（6巻9号／明治39年7月）

1-15.市川(水野)秀方
（6巻11号／明治39年8月）

1-16.水野年方
（6巻12号／明治39年9月）

資
料
紹
介

藤
井
家
に
残
さ
れ
た
絵
葉
書
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1-17.榊原(池田)蕉園
（6巻15号／明治39年11月）

1-18.日高嶋助
（6巻16号／明治39年12月）

1-19.榊原(池田)蕉園《はつ姿》
（7巻1号／明治40年1月）

1-20.日高嶋助
（7巻3号／明治40年2月）

1-21.一条成美《お節句》
（7巻4号／明治40年3月）

1-22.榊原(池田)蕉園《花の雲》
（7巻5号／明治40年4月）

1-23.市川(水野)秀方
（7巻7号／明治40年5月）

1-24.榊原(池田)蕉園
（7巻8号／明治40年6月）

1-25.大田三郎
（7巻9号／明治40年6月）

1-26.榊原(池田)蕉園
（7巻10号／明治40年7月）

1-27.大田三郎
（7巻11号／明治40年8月）

1-28.一条成美
（7巻12号／明治40年9月）

1-29.大田三郎
（7巻13号／明治40年10月）

1-30.太田三郎
（7巻14号／明治40年10月）

1-31.一条成美
（7巻15号／明治40年11月）

1-32.太田三郎
（8巻1号／明治41年1月）

資
料
紹
介

藤
井
家
に
残
さ
れ
た
絵
葉
書
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資
料
紹
介

藤
井
家
に
残
さ
れ
た
絵
葉
書

2-4　扶桑新聞5885号付録
（明治39年6月）

2-3　阿川徹照《オバも猫も》
（明治41年8月）

2-2　猿回し 2-1　梅

で
あ
る
が
、
上
村
松
園
、
北
澤
楽
天
、
太
田
三
郎
、
竹
久
夢
二
な
ど
日
本
画
家
や
洋
画
家
、
挿
絵
画
家
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
多
く
の
画

家
の
名
前
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
絵
葉
書
資
料
中
に
含
ま
れ
て
い
る
も
の
は
表
中
に
丸
印
で
示
し
た
が
、
明
治
四
一
年
一
月
以
前
は

六
枚
欠
け
て
い
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
揃
っ
て
い
る
と
み
な
せ
る
だ
ろ
う
。
一
方
で
明
治
四
一
年
一
月
以
降
に
関
し
て
は
藤
井
家
絵
葉
書
資
料

の
中
に
は
一
枚
も
確
認
で
き
な
い
。
お
そ
ら
く
は
藤
井
家
の
誰
か
が
同
誌
を
定
期
購
読
し
て
い
た
と
想
像
さ
れ
、
明
治
四
一
年
一
月
以
降

は
雑
誌
の
講
読
自
体
を
し
な
く
な
っ
た
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

で
は
『
女
学
世
界
』
の
定
期
的
な
購
読
か
つ
付
録
絵
葉
書
の
収
集
を
し
て
い
た
の
は
誰
で
あ
ろ
う
か
。
女
性
向
け
雑
誌
と
い
う
点
か
ら

は
や
は
り
女
性
が
想
定
さ
れ
、
棚
尾
の
藤
井
家
に
お
い
て
は
達
吉
の
姉
・
篠
（
当
時
二
十
代
後
半
）、
妹
の
く
わ
、
ふ
さ
（
当
時
と
も
に

二
十
代
前
半
）
の
い
ず
れ
も
が
考
え
う
る
。
ま
た
、
先
の
使
用
済
絵
葉
書
の
中
に
、
当
時
東
京
で
暮
ら
し
て
い
た
達
吉
の
次
兄
・
重
二
郎

が
受
け
取
っ
た
も
の
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
藤
井
家
絵
葉
書
資
料
に
は
東
京
の
藤
井
家
旧
蔵
の
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

当
時
「
碧
村
」
と
号
し
て
作
家
活
動
を
し
て
い
た
重
二
郎
が
、
こ
う
い
っ
た
美
術
絵
葉
書
に
興
味
を
示
す
可
能
性
も
あ
り
、
重
二
郎
も
し

く
は
そ
の
妻
に
よ
る
購
読
・
収
集
で
あ
っ
た
可
能
性
を
否
定
で
き
ず
、
現
段
階
で
は
ど
ち
ら
の
「
藤
井
家
」
が
入
手
し
た
も
の
か
を
に
わ

か
に
判
断
で
き
な
い
。

絵
葉
書
自
体
は
縦
の
折
れ
跡
が
あ
る
も
の
が
複
数
み
ら
れ
る
が
、
総
じ
て
保
存
状
態
は
良
好
で
あ
る
。『
女
学
世
界
』
の
付
録
絵
葉
書

は
、
著
名
な
画
家
が
多
く
描
い
て
い
る
こ
と
や
当
時
の
女
性
の
風
俗
を
描
い
た
華
や
か
な
図
柄
が
多
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
当
時
の
美
術
絵

葉
書
と
し
て
現
在
で
も
一
定
の
人
気
を
持
っ
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
未
使
用
で
状
態
の
よ
い
も
の
が
、
前
半
期
が
中
心
と
は
い

え
三
二
枚
ま
と
ま
っ
て
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
貴
重
で
あ
ろ
う
。

（
２
）
そ
の
他
の
付
録
絵
葉
書
【
四
枚
】

付
録
絵
葉
書
に
つ
い
て
は
『
女
学
世
界
』
以
外
の
も
の
も
少
数
な
が
ら
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
ず
は
『
女
学
世
界
』
に
先
駆
け
て
明
治

二
四
（
一
八
九
一
）
年
に
国
光
社
か
ら
創
刊
さ
れ
た
女
性
雑
誌
『
女
鑑
』の
付
録
と
思
わ
れ
る
、梅
と
猿
ま
わ
し
を
描
い
た
二
枚
が
あ
る
（
２

-

１
、２
）。
描
い
た
の
は
画
中
の
落
款
「
玉
枝
女
史
」
か
ら
い
ず
れ
も
日
本
画
家
の
跡
見
玉
枝
と
考
え
ら
れ
る
。『
女
学
世
界
』
と
は
異
な

り
、
同
誌
が
ど
れ
程
の
頻
度
で
絵
葉
書
を
付
録
に
し
て
い
た
か
は
詳
ら
か
で
な
い
が
、
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
一
月
発
行
の
目
次
に

「
絵
葉
書
《
跡
見
玉
枝
》」
の
記
載
が
あ
る
。
そ
れ
以
外
に
も
時
折
絵
葉
書
が
付
属
し
て
い
た
形
跡
は
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
定
か
で
は
な

い
。
こ
の
二
枚
の
絵
葉
書
を
見
る
と
、
雑
誌
の
付
録
絵
葉
書
と
し
て
は
珍
し
く
切
り
取
り
用
の
ミ
シ
ン
目
が
二
辺
に
つ
い
て
い
る
こ
と
か

ら
、
二
枚
セ
ッ
ト
で
雑
誌
に
付
属
し
て
い
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
、
二
枚
と
も
明
治
四
一
年
一
月
号
の
付
録
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

次
に
『
ハ
ガ
キ
文
学
』
明
治
四
一
年
八
月
号
付
録
の
、
阿
川
徹
照
《
オ
バ
も
猫
も
》（
２-

3
）
で
あ
る
。
夕
涼
み
を
す
る
猫
と
老
女
を

描
い
た
こ
の
絵
葉
書
自
体
は
比
較
的
知
ら
れ
て
い
る
も
の
の
よ
う
だ
が
、
作
者
の
阿
川
徹
照
に
つ
い
て
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
同
誌
は
絵
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3-33-5

3-63-10

3-73-9

3-43-8

3-11

3-2

3-1

葉
書
図
版
の
投
稿
、
懸
賞
を
実
施
し
て
い
た
か
ら
、
あ
る
い
は
そ
う
い
っ
た
投
稿
作
家
の
一
人
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
発
行
年
は

や
や
離
れ
て
い
る
が
、
重
二
郎
か
ら
忠
三
郎
に
送
ら
れ
た
絵
葉
書
の
中
に
同
誌
付
録
の
も
の
が
一
枚
含
ま
れ
て
い
る
（
㉙
）。

『
扶
桑
新
聞
』
の
五
八
八
五
号
付
録
（
２-

4
）
も
こ
こ
で
紹
介
し
て
お
こ
う
。
こ
れ
は
「
凱
旋
紀
念
博
覧
会
場
内
噴
水
之
図
」
と
あ

る
よ
う
に
、
発
行
号
数
を
記
念
し
た
付
録
と
い
う
よ
り
は
、
名
古
屋
で
開
か
れ
た
日
露
戦
争
の
凱
旋
記
念
博
覧
会
を
記
念
し
た
も
の
と
思

わ
れ
、
そ
の
意
味
で
は
次
項
で
紹
介
す
る
日
露
戦
争
関
係
の
絵
葉
書
に
近
い
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
画
面
中
の
切
手
と
明
治
三
九
年
六
月

二
七
日
付
の
消
印
は
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
印
刷
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、『
扶
桑
新
聞
』
付
録
の
も
の
は
地
域
的
に
考
え
て
棚
尾
の
藤
井
家
旧
蔵
と
し
て
良
い
だ
ろ
う
が
、『
女
鑑
』『
ハ
ガ
キ
文
学
』
付

録
の
も
の
は
現
段
階
で
は
旧
蔵
者
を
確
定
で
き
な
い
。

（
３
）
日
露
戦
争
関
係
記
念
絵
葉
書
【
一
〇
枚
】

絵
葉
書
ブ
ー
ム
の
き
っ
か
け
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
の
は
、
逓
信
省
が
発
行
し
た
日
露
戦
争
の
「
戦
役
紀
念
郵
便
絵
葉
書
」
で
あ
っ
た
。

明
治
三
七
年
九
月
の
第
一
回
発
行
分
は
す
ぐ
に
売
り
切
れ
、
発
売
窓
口
は
絵
葉
書
を
求
め
る
人
々
で
混
乱
し
た
と
い
う
。
逓
信
省
に
よ
る

記
念
絵
葉
書
は
そ
の
後
も
定
期
的
に
発
行
さ
れ
、
ま
た
逓
信
省
以
外
に
も
各
地
方
で
同
種
の
絵
葉
書
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。
藤
井
家
絵
葉

書
資
料
に
は
、
重
二
郎
が
使
用
し
た
逓
信
省
発
行
の
記
念
絵
葉
書
が
多
く
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
先
に
触
れ
た
と
お
り
だ
が
、
未
使
用

の
も
の
と
し
て
も
明
治
三
八
年
二
月
一
一
日
の
第
三
回
発
行
分
六
枚
が
確
認
さ
れ
る
。
第
三
回
発
行
分
は「
旅
順
口
ノ
部
」「
遼
陽
ノ
部
」「
海

軍
ノ
部
」「
天
長
節
ノ
部
」「
赤
十
字
事
業
ノ
部
」
の
五
部
に
分
か
れ
て
お
り
、各
三
枚
組
で
あ
っ
た
が
、残
さ
れ
た
未
使
用
六
枚
の
内
訳
は
、

「
旅
順
口
ノ
部
」
の
一
枚
（「
旅
順
口
ニ
於
ケ
ル
分
捕
加
農
砲
・
旅
順
口
ニ
於
ケ
ル
工
兵
ノ
對
壕
作
業
」、
３-

１
）、「
天
長
節
ノ
部
」
の
二

枚
（「
戦
地
ニ
於
ケ
ル
観
兵
式
」「
戦
地
ニ
於
ケ
ル
陸
軍
ノ
天
長
節
ト
大
山
大
将
」、
３-

2
、

‌

3
）、
そ
し
て
「
赤
十
字
事
業
ノ
部
」
の
三
枚

（
３-

4
、

‌

5
、

‌

6
）
で
あ
る
。
な
お
、
使
用
済
絵
葉
書
の
中
の
第
三
回
発
行
分
は
、
重
二
郎
か
ら
忠
三
郎
へ
宛
て
た
「
旅
順
口
ノ
部
」
一
枚

（
㉝
）、「
遼
陽
ノ
部
」
一
枚
（
㉗
）、「
海
軍
ノ
部
」
二
枚
（
㉚
、
㉜
）、「
天
長
節
ノ
部
」
一
枚
（
㉘
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
未
使
用
六
枚

の
も
の
と
は
絵
柄
が
重
複
し
な
い
。
ま
た
、
三
枚
全
て
が
未
使
用
で
残
さ
れ
て
い
る
「
赤
十
字
事
業
ノ
部
」
は
、
達
吉
か
ら
重
二
郎
へ
宛

て
た
も
の
で
使
用
さ
れ
て
い
る
（
㉔
～
㉖
）。
こ
う
い
っ
た
状
況
か
ら
考
え
る
と
、未
使
用
の
記
念
絵
葉
書
六
枚
は
、重
二
郎
の
手
許
に
残
っ

て
い
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

一
方
地
方
発
行
の
も
の
と
し
て
は
、
西
尾
葉
書
倶
楽
部
発
行
の
「
凱
旋
祝
賀
記
念
絵
葉
書
」
二
枚
（
３-

7
、

‌

8
）
と
西
尾
弘
文
堂
発
行

の
同
種
の
記
念
絵
葉
書
二
枚
（
３-

9
、

‌

10
）
が
確
認
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も
当
地
の
凱
旋
門
や
記
念
碑
、
神
社
等
の
写
真
を
使
用
し
た
も
の

だ
が
、
葉
書
倶
楽
部
発
行
の
も
の
の
方
が
、
エ
ン
ボ
ス
加
工
を
使
用
す
る
な
ど
デ
ザ
イ
ン
的
に
凝
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
両

者
と
も
に
明
治
三
九
年
七
月
一
五
日
、
三
河
西
尾
の
「
日
露
戦
役
凱
旋
祝
賀
記
念
」
の
印
が
捺
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
頃
の
発
行
で
あ
ろ
う
。
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な
お
前
者
に
は
袋
も
残
さ
れ
て
お
り
（
３-

11
）、
裏
面
の
「
貳
枚
壹
組
　
金
拾
五
錢
」
と
い
う
記
載
か
ら
二
枚
一
組
で
十
五
銭
で
あ
っ
た

こ
と
が
分
か
る
。
西
尾
で
発
行
さ
れ
た
こ
の
四
枚
に
つ
い
て
は
地
域
的
に
考
え
て
棚
尾
の
藤
井
家
が
入
手
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
４
）
肉
筆
絵
葉
書
【
一
〇
枚
】

　
こ
こ
で
紹
介
す
る
一
〇
枚
（
４-

１
～
10
）
は
、
図
柄
が
肉
筆
で
描
か
れ
た
絵
葉
書
で
あ
る
。
墨
と
淡
彩
で
草
花
や
山
水
風
景
か
ら
打

出
の
小
槌
や
熊
手
な
ど
の
縁
起
物
ま
で
様
々
な
画
面
が
描
か
れ
る
。
表
面
（
４-

11
）
上
部
に
は
「
郵
便
は
か
き
」
と
印
刷
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
裏
面
が
無
地
の
葉
書
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
現
在
の
絵
手
紙
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
。
注
連
縄
と
羽
根
つ
き

の
羽
が
描
か
れ
た
も
の
（
４-

２
）
な
ど
は
年
賀
状
の
用
途
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
こ
れ
ら
が
肉
筆
絵
葉
書
と
し
て
購
入

さ
れ
た
も
の
か
、
藤
井
家
の
人
間
が
葉
書
に
描
い
た
も
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。
貝
を
採
る
舟
人
（
４-

１
）
な
ど
は
衣
が
浦
の
情
景
と

し
て
達
吉
も
描
い
た
モ
チ
ー
フ
で
は
あ
る
が
、
本
図
は
少
な
く
と
も
達
吉
の
画
風
と
は
異
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

（
５
）
そ
の
他
の
絵
葉
書
【
一
三
枚
】

そ
の
他
の
絵
葉
書
に
つ
い
て
も
少
し
ず
つ
見
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
は
日
本
金
工
協
会
第
二
回
競
技
会
の
記
念
絵
葉
書
で
あ
る
。

同
競
技
会
は
明
治
三
七
年
九
月
三
日
か
ら
二
三
日
ま
で
上
野
の
日
本
美
術
協
会
列
品
館
で
開
催
さ
れ
た
こ
と
が
、
絵
葉
書
に
印
刷
さ
れ
て

い
る
情
報
か
ら
分
か
る
。
本
絵
葉
書
資
料
の
未
使
用
分
に
は
、包
紙
一
枚
（
５-

１
）
と
銅
鏡
の
鏡
面
を
描
い
た
も
の
（
５-

２
）
が
二
枚
、

鏡
背
を
描
い
た
も
の
（
５-
３
）
が
一
枚
残
さ
れ
て
い
る
が
、
重
二
郎
か
ら
忠
三
郎
へ
の
使
用
済
絵
葉
書
の
中
に
鏡
背
を
描
い
た
一
枚
が

使
用
さ
れ
て
い
る
（
⑱
）。
従
っ
て
こ
れ
ら
は
使
用
せ
ず
に
残
さ
れ
た
重
二
郎
旧
蔵
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

次
に
大
和
国
信
貴
山
の
絵
葉
書
。
袋
（
５-

４
）
と
写
真
絵
葉
書
六
枚
が
残
さ
れ
て
お
り
、「
信
貴
山
本
堂
」（
５-

５
）
が
二
枚
、「
信

貴
山
二
王
門
」（
５-

６
）、「
信
貴
山
寶
庫
」（
５-

７
）、「
信
貴
山
多
寶
塔
」（
５-

８
）、「
信
貴
山
紀
念
聖
像
」（
５-

９
）
が
各
一
枚
ず
つ

で
あ
る
。
現
状
の
六
枚
が
一
セ
ッ
ト
な
の
か
否
か
は
即
断
で
き
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
現
在
も
観
光
地
と
し
て
、
ま
た
国
宝
の
絵
巻
物

《
信
貴
山
縁
起
絵
巻
》
で
知
ら
れ
る
信
貴
山
朝
護
孫
寺
の
名
所
絵
葉
書
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。「
信
貴
山
紀
念
聖
像
」
と
し
て
写
る
、

戦
装
束
を
纏
馬
上
で
笛
を
吹
く
聖
徳
太
子
像
は
、
現
在
設
置
さ
れ
て
い
る
北
村
西
望
作
聖
徳
太
子
騎
馬
像
と
は
異
な
る
姿
で
あ
り
、
戦
時

供
出
さ
れ
た
と
い
う
先
代
の
騎
馬
像
と
思
わ
れ
る
。
今
発
行
年
代
を
厳
密
に
は
定
め
が
た
い
け
れ
ど
も
、
絵
葉
書
の
宛
名
面
の
特
徴
か
ら

は
、
宛
名
面
に
通
信
文
を
書
く
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
、
明
治
三
三
年
か
ら
四
〇
年
の
間
と
推
察
さ
れ
る
。

続
い
て
木
々
を
描
い
た
書
割
の
前
で
二
人
の
役
者
が
見
得
を
切
る
歌
舞
伎
写
真
の
絵
葉
書
が
存
在
す
る
（
５-

10
）。
こ
の
絵
葉
書
は
明

治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
一
月
に
歌
舞
伎
座
で
上
演
さ
れ
た
舞
踊
曲
「
正
札
附
根
元
草
摺
」
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
発

行
さ
れ
た
の
も
同
じ
頃
と
考
え
ら
れ
る
。
蝶
柄
の
着
物
を
纏
う
向
か
っ
て
右
の
人
物
は
、
八
代
目
・
市
川
高
麗
蔵
扮
す
る
曽
我
五
郎
時
政
、

4-24-44-64-105-2　鏡面

5-4 袋

4-8

4-14-34-54-95-1　包紙5-3　鏡背 4-74-11
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5-8 
信貴山多寶塔

5-12
滝に紅葉

5-16　月に鷹
（透かし）

5-13　月に鷹 5-9 
信貴山紀念聖像

5-7　信貴山寶庫5-11　藤と草花

5-15
滝に紅葉（透かし）

5-10「根元草摺引」
（明治42年1月）

5-14
藤と草花（透かし）

5-6
信貴山二王門

5-5　信貴山本堂

向
か
っ
て
左
は
初
代
・
市
川
猿
之
助
に
よ
る
朝
比
奈
三
郎
義
秀
で
あ
る
。
わ
ざ
わ
ざ
台
の
上
に
乗
っ
て
い
る
こ
と
や
、
カ
メ
ラ
を
見
つ
め

る
目
線
か
ら
は
、
舞
台
の
一
場
面
で
は
な
く
、
ブ
ロ
マ
イ
ド
と
し
て
撮
影
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

絵
葉
書
の
最
後
は
少
し
珍
し
い
三
枚
の
絵
葉
書
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
藤
と
草
花
（
５-

11
）、滝
に
紅
葉
（
５-

12
）、月
に
鷹
（
５-

13
）、

が
描
か
れ
て
い
る
も
の
の
、
印
刷
の
粗
さ
や
ず
れ
、
不
自
然
な
色
調
が
目
立
つ
、
一
見
し
て
出
来
が
良
い
と
は
い
え
な
い
も
の
で
あ
る
。

当
初
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
え
て
残
さ
れ
て
い
る
の
か
不
思
議
で
あ
っ
た
が
、『
女
学
世
界
』
絵
葉
書
に
つ
い
て
も
ご
助
言
を
い

た
だ
い
た
辻
本
氏
の
示
唆
で
光
に
か
ざ
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
別
の
絵
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
透
か
し
絵
葉
書
」
だ
っ
た
の
で

あ
る
。
藤
と
草
花
の
も
の
に
隠
さ
れ
た
透
か
し
絵
は
、
宴
の
場
で
刃
物
を
持
っ
た
女
性
が
襲
い
掛
か
る
と
い
う
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
熊
襲

退
治
を
彷
彿
と
す
る
絵
柄
（
５-

14
）
で
あ
る
が
、
残
る
二
枚
の
も
の
は
服
を
脱
が
し
あ
う
二
人
の
女
性
（
５-

15
）
と
、
行
水
中
の
よ
う

な
二
人
の
裸
の
女
性
（
５-

16
）
で
あ
り
、
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
な
要
素
が
強
い
。
浮
世
絵
に
お
け
る
「
あ
ぶ
な
絵
」
の
よ
う
な
用
途
を
持
っ

た
絵
葉
書
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
と
は
い
え
通
常
の
絵
柄
と
透
か
し
の
絵
柄
の
間
に
関
連
性
は
薄
く
、
透
か
し
絵
葉
書
と
し
て

も
そ
れ
ほ
ど
優
れ
た
も
の
と
は
言
い
難
い
。
宛
名
面
二
分
の
一
の
と
こ
ろ
に
線
が
引
か
れ
て
い
る
こ
と
や
上
部
の
文
言
か
ら
大
正
七
年
以

降
昭
和
八
年
以
前
の
発
行
で
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
が
、
一
部
に
量
産
体
制
の
広
ま
り
に
よ
る
質
の
低
下
が
お
き
て
い
た
大
正
期
の
絵

葉
書
の
事
例
と
し
て
妥
当
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
所
持
し
て
い
た
人
物
と
し
て
は
男
性
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
時
期
の
藤
井
家

に
お
い
て
男
性
は
達
吉
し
か
見
当
た
ら
な
い
。

（
６
）
肉
筆
図
案
【
一
〇
枚
】

　
未
使
用
分
の
最
後
に
、
厳
密
に
は
絵
葉
書
の
用
途
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
他
の
絵
葉
書
と
一
緒
に
保
管
さ
れ
て
い
た
肉
筆
図

案
を
紹
介
し
て
お
く
。
こ
れ
ら
は
葉
書
大
の
紙
に
描
か
れ
た
焼
き
物
の
図
案
と
思
わ
れ
る
も
の
で
、
壺
や
花
瓶
、
茶
碗
な
ど
計
十
枚
あ
る

（
６-

１
～
10
）。
鉛
筆
で
引
か
れ
た
輪
郭
線
も
確
認
で
き
る
。
用
紙
の
大
き
さ
は
ほ
ぼ
葉
書
と
同
じ
で
あ
る
が
、
先
の
肉
筆
絵
葉
書
と
は

異
な
り
「
郵
便
は
が
き
」
等
の
文
言
も
な
い
た
め
そ
の
用
途
は
判
然
と
せ
ず
、
描
か
れ
た
年
代
も
不
明
で
あ
る
。
他
の
絵
葉
書
同
様
明
治

時
代
後
期
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
当
時
七
宝
商
と
し
て
技
量
を
評
価
さ
れ
、
精
力
的
に
活
動
し
て
い
た
重
二
郎
に
よ
る
図
案
と
も
考
え
ら
れ

る
一
方
、達
吉
に
よ
る
肉
筆
図
案
集
《
路
傍
》
の
中
に
類
似
し
た
焼
き
物
用
の
図
案
（
６-

11
）
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、達
吉
に
よ
っ

て
描
か
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

32
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結
び
に
か
え
て

　
以
上
、
藤
井
家
絵
葉
書
資
料
の
各
絵
葉
書
に
つ
い
て
使
用
さ
れ
た
も
の
と
未
使
用
の
も
の
に
分
け
、
簡
単
で
は
あ
る
が
紹
介
し
て
き
た
。

使
用
済
絵
葉
書
の
宛
先
が
忠
三
郎
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
絵
葉
書
の
大
半
は
忠
三
郎
を
中
心
と
し
た
棚
尾
の
藤
井
家
で
入
手
さ
れ

た
も
の
が
中
心
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
当
時
東
京
に
い
た
藤
井
重
二
郎
旧
蔵
の
も
の
も
一
部
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
特
に
未
使
用
の

絵
葉
書
に
関
し
て
は
、
厳
密
に
棚
尾
と
東
京
の
ど
ち
ら
の
「
藤
井
家
」
旧
蔵
で
あ
っ
た
か
現
状
で
は
判
明
し
な
い
も
の
も
あ
る
。
達
吉
は

明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
に
上
京
し
た
後
、
一
時
期
は
兄
重
二
郎
と
共
に
活
動
し
、
七
宝
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て

お
り
、
両
者
の
や
り
取
り
は
密
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
た
め
、
こ
う
い
っ
た
絵
葉
書
類
が
ひ
と
つ
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
て
も
お
か

し
く
は
な
い
。
ま
た
、
藤
井
家
絵
葉
書
資
料
を
保
管
し
て
い
た
當
子
は
、
重
二
郎
の
娘
と
し
て
明
治
四
二
年
に
生
ま
れ
て
い
る
が
、
幼
く

し
て
達
吉
ら
の
も
と
に
引
き
取
ら
れ
、
達
吉
の
姉
・
篠
や
達
吉
を
親
代
わ
り
と
し
て
育
っ
て
い
る
。
重
二
郎
の
手
許
に
あ
っ
た
絵
葉
書
が

こ
の
時
に
當
子
と
と
も
に
達
吉
ら
の
も
と
へ
と
移
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　
と
も
あ
れ
、
こ
の
藤
井
家
絵
葉
書
資
料
は
、
達
吉
を
は
じ
め
と
す
る
藤
井
家
に
伝
来
し
た
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
と
と
も
に
、
絵
葉

書
ブ
ー
ム
や
日
露
戦
争
と
い
う
時
代
の
雰
囲
気
を
よ
く
伝
え
る
歴
史
資
料
と
し
て
も
興
味
深
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
註
）１

　�

本
書
年
報
編
五
七
頁
及
び
五
九
～
六
七
頁
収
録
の
飯
塚
赫
子
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
及
び
都
築
咲
子
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。
な
お
本
稿
で
取
り
上
げ
る
絵
葉
書
資
料
は
都

築
咲
子
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
付
属
し
た
も
の
。

２
　�

拙
稿
「
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
手
紙
―
藤
井
達
吉
の
滞
米
時
期
に
関
す
る
報
告
―
」『
碧
南
市
藤
井
達
吉
現
代
美
術
館
　
研
究
紀
要
№
３
』（
碧
南
市
藤
井
達
吉
現

代
美
術
館
　
二
〇
一
四
年
）

３
　�「
政
府
ノ
発
行
ス
ル
通
常
葉
書
ト
同
一
ノ
寸
法
及
紙
質
ニ
シ
テ
之
ト
同
一
ノ
位
置
ニ
「
郵
便
葉
書
」
ノ
文
字
ヲ
印
刷
シ
且
之
ト
同
額
ノ
郵
便
切
手
ヲ
貼
附
シ

タ
ル
私
製
葉
書
ハ
通
常
葉
書
ト
看
做
ス
」（『
法
令
全
書
　
明
治
三
三
年
』
内
閣
官
報
局
　
六
三
六
頁
。
た
だ
し
国
立
国
会
図
書
館
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
を
参
照
し
た
）

４
　�

こ
れ
以
前
に
も
官
製
葉
書
に
印
刷
を
施
し
た
も
の
が
年
賀
状
を
中
心
に
使
用
さ
れ
た
例
は
あ
る
が
、
広
く
普
及
す
る
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
と
い
う
（
生
田

誠
「
日
本
絵
葉
書
の
歴
史
と
特
徴
」『
麗
し
き
日
本
絵
葉
書
　
一
〇
〇
の
世
界
』
日
本
郵
趣
出
版
　
二
〇
〇
九
年
　
二
二
二
頁
）。

５
　�

本
文
の
文
字
解
読
は
碧
南
市
文
化
財
課
の
豆
田
誠
路
の
協
力
を
得
て
筆
者
が
行
っ
た
。
な
お
改
行
は
「
／
」
で
、
現
段
階
で
判
読
で
き
な
い
文
字
は
「
■
」

で
示
し
、
振
り
仮
名
等
は
適
宜
補
っ
た
。

６
　「
三
」
の
サ
イ
ン
か
ら
和
田
三
造
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
以
下
同
じ
。

７
　�『
梅
若
実
日
記
　
第
七
巻
』（
八
木
書
店
　
二
〇
〇
三
年
）
参
照
。
本
書
一
四
六
頁
の
明
治
三
七
年
八
月
一
七
日
に
「
十
六
日
朝
八
時
軍
参
謀
山
岡
少
佐
を
軍

使
と
し
て
敵
の
前
哨
に
差
遣
し
陛
下
の
聖
旨
勧
降
書
を
敵
の
要
塞
参
謀
長
に
手
渡
し
せ
し
め
た
り
。
十
七
日
朝
十
時
敵
よ
り
回
答
あ
る
筈
な
り
。」
同
じ
く

一
八
日
に
「
…
旅
順
口
勧
降
書
に
対
し
降
伏
絶
対
拒
絶
し
緋
戦
闘
員
避
難
救
護
の
聖
旨
に
対
し
て
も
直
に
応
ず
る
を
難
じ
た
り
と
。」
と
記
さ
れ
、
①
の
葉

書
と
内
容
が
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
②
以
降
の
葉
書
と
も
内
容
が
一
致
す
る
記
載
が
多
く
み
ら
れ
る
。

８
　�『
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
所
蔵
　
ロ
ー
ダ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
　
美
し
き
日
本
の
絵
は
が
き
展
』
図
録
（
日
本
経
済
新
聞
社
　
二
〇
〇
四
年
）
四
〇
頁
掲
載
。

９
　�

生
田
誠
『
日
本
の
美
術
絵
は
が
き
１
９
０
０-

１
９
３
５
　
明
治
生
ま
れ
の
レ
ト
ロ
モ
ダ
ン
』（
淡
交
社
　
二
〇
〇
六
年
）
四
二
頁
掲
載
。

10
　
現
状
で
文
献
等
に
は
見
当
た
ら
な
い
よ
う
だ
が
、
⑨
の
葉
書
の
図
柄
、
サ
イ
ン
と
の
類
似
か
ら
関
連
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

6-26-46-66-8

6-16-36-56-7

6-11
藤井達吉
《路傍》（当館蔵）より

6-9

6-10
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11
　
註
９
前
掲
書
三
七
頁
掲
載
。

12
　�

逓
信
省
発
行
の
日
露
戦
争
記
念
絵
葉
書
に
つ
い
て
は
、
島
田
建
造
著
／
友
岡
正
孝
編
『
カ
ラ
ー
復
刻
版
　
日
本
記
念
絵
葉
書
総
図
鑑
』（
日
本
郵
趣
出
版
　

二
〇
〇
九
年
）に
発
行
日
等
の
情
報
と
と
も
に
全
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
第
一
回
発
行
分
は
明
治
三
七（
一
九
〇
四
）年
九
月
五
日
に
六
枚
組
で
発
行
さ
れ
た
。

13
　
註
12
参
照
。
第
二
回
発
行
分
は
明
治
三
七
（
一
九
〇
四
）
年
一
二
月
二
五
日
に
三
枚
組
で
発
行
さ
れ
た
。

14
　
註
８
前
掲
書
五
四
頁
掲
載
。

15
　�

註
12
参
照
。
第
三
回
発
行
分
は
明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）
年
二
月
一
一
日
に
「
旅
順
口
ノ
部
」「
遼
陽
ノ
部
」「
海
軍
ノ
部
」「
天
長
節
ノ
部
」「
赤
十
字
事
業

ノ
部
」
の
五
部
が
各
三
枚
組
で
発
行
さ
れ
た
。

16
　�

山
田
俊
幸『
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
絵
は
が
き
の
誘
惑
』（
産
經
新
聞
出
版
　
二
〇
〇
七
年
）一
八
頁
掲
載
。な
お『
ハ
ガ
キ
文
学
』は
明
治
三
七（
一
九
〇
四
）年
一
〇
月
、

日
本
葉
書
会
に
よ
り
創
刊
さ
れ
た
雑
誌
。

17
　
註
12
参
照
。
観
艦
式
紀
念
絵
葉
書
は
明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）
年
一
〇
月
二
二
日
に
二
枚
組
で
発
行
さ
れ
た
。

18
　�

石
渡
尊
子
「
雑
誌
『
女
学
世
界
』
に
見
る
女
性
た
ち
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
―
明
治
後
期
を
中
心
と
し
て
―
」『
桜
美
林
論
考
　
心
理
・
教
育
学
研
究
』
二
（
桜

美
林
大
学
　
二
〇
一
一
年
）
二
二
頁
。

19
　�

表
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
近
代
女
性
文
化
史
研
究
会
編
『
近
代
婦
人
雑
誌
目
次
総
覧
　
第
六
巻
』（
一
九
八
五
年
　
大
空
社
）
を
も
と
に
し
、
日
本
絵
葉
書

会
副
会
長
・
辻
本 

攻 

氏
の
ご
助
言
を
受
け
た
。

20
　
彼
ら
の
多
く
は
絵
葉
書
だ
け
で
な
く
、
同
誌
の
口
絵
な
ど
も
手
が
け
て
い
る
。

21
　�
達
吉
自
身
に
つ
い
て
は
、
彼
が
渡
米
中
で
あ
っ
た
明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）
年
六
月
か
ら
一
二
月
の
間
の
付
録
も
残
さ
れ
て
い
る
た
め
可
能
性
は
低
い
。

22
　�『
藤
井
達
吉
の
全
貌
　
野
に
咲
く
工
芸
　
宙
を
見
る
絵
画
』
展
図
録
（
キ
ュ
レ
イ
タ
ー
ズ
　
二
〇
一
三
年
）
五
二-

三
頁
。

23
　�

辻
本
氏
に
よ
る
と
、
当
時
は
雑
誌
を
二
つ
折
り
で
輸
送
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
、
未
使
用
の
絵
葉
書
に
残
る
こ
の
折
れ
跡
は
使
用
痕
で
は
な
く
、
輸

送
方
法
の
影
響
で
は
な
い
か
と
の
こ
と
で
あ
る
。

24
　
安
政
五
（
一
八
五
八
）
年
―
昭
和
一
八
（
一
九
四
三
）
年
。
跡
見
学
園
の
創
設
者
で
あ
る
跡
見
花
蹊
の
従
妹
。

25
　
近
代
女
性
文
化
史
研
究
会
編
『
近
代
婦
人
雑
誌
目
次
総
覧
　
第
二
巻
』（
一
九
八
五
年
　
大
空
社
）
参
照
。

26
　
註
16
参
照
。

27
　�『
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
バ
ロ
ス 
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
　
絵
は
が
き
芸
術
の
愉
し
み
展
―
忘
れ
ら
れ
て
い
た
小
さ
な
絵
―
』
図
録
（
朝
日
新
聞
社
　
一
九
九
二
年
）

一
〇
一
頁
掲
載
。

28
　�

生
田
誠
『
２
０
０
５
日
本
絵
葉
書
カ
タ
ロ
グ
』（
里
文
出
版
　
二
〇
〇
四
年
）
九
七
頁
掲
載
。
な
お
、『
扶
桑
新
聞
』
は
明
治
二
〇
（
一
八
八
七
）
年
五
月
に

愛
知
で
創
刊
さ
れ
た
新
聞
で
、
後
の
中
日
新
聞
の
前
身
の
ひ
と
つ
。

29
　
註
12
及
び
註
15
参
照
。

30
　�

近
代
の
絵
葉
書
に
お
い
て
は
そ
の
宛
名
面
の
特
徴
が
発
行
年
代
推
定
の
手
掛
か
り
と
な
る
。
明
治
三
三
（
一
九
〇
〇
）
年
の
私
製
葉
書
の
認
可
か
ら
し
ば
ら

く
の
間
、
私
信
を
書
く
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
た
宛
名
面
（
挿
図
１
）
だ
が
、
明
治
四
〇
年
に
は
三
分
の
一
ま
で
は
私
信
を
書
く
こ
と
が
許
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
（
挿
図
２
）、
さ
ら
に
大
正
七
年
に
は
宛
名
面
の
通
信
欄
が
二
分
の
一
ま
で
拡
大
さ
れ
る
（
挿
図
３
）。
従
っ
て
、
宛
名
面
に
引
か
れ
た
通
信
欄
を
示
す

境
界
線
の
位
置
が
年
代
判
定
の
お
お
よ
そ
の
指
標
と
な
る
。
ま
た
昭
和
八
年
以
降
に
は
上
部
の
「
郵
便
は
か
き
」
の
文
字
が
「
郵
便
は
が
き
」
と
濁
音
表
記

に
変
更
さ
れ
る
（
た
だ
し
そ
れ
以
前
の
も
の
で
濁
音
表
記
の
も
の
も
存
在
す
る
）。
学
習
院
大
学
史
料
館
編
『
絵
葉
書
で
読
み
解
く
大
正
時
代
』（
彩
流
社
　

二
〇
一
二
年
）
一
八
頁
参
照
。

31
　�

文
化
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（http://w

w
w
2.ntj.jac.go.jp/dglib/

）
の
「
収
蔵
資
料
を
見
る
」「
ブ
ロ
マ
イ
ド
」
の
項
目
か
ら
参
照
で
き
る
（
二
〇
一
七

年
三
月
一
日
現
在
）。

32
　
註
30
参
照
。

33
　�

父
・
忠
三
郎
は
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
に
死
去
し
て
お
り
、
長
兄
、
次
兄
の
消
息
は
不
明
（
そ
れ
ぞ
れ
の
娘
は
達
吉
ら
に
引
き
取
ら
れ
て
い
る
）。

34
　
昭
和
一
三
年
（
一
九
三
八
）
に
図
案
五
〇
枚
を
一
セ
ッ
ト
と
し
、
限
定
五
〇
部
が
刊
行
さ
れ
た
肉
筆
図
案
集
。

35
　
な
お
、
こ
の
頃
一
家
は
既
に
棚
尾
を
離
れ
、
先
に
上
京
し
て
い
た
達
吉
の
も
と
に
身
を
寄
せ
て
い
る
。

（
付
記
）
本
稿
を
成
す
に
あ
た
っ
て
は
、『
女
学
世
界
』
付
録
の
も
の
を
始
め
と
し
た
近
代
の
絵
葉
書
に
つ
い
て
、
日
本
絵
葉
書
会
副
会
長
・
辻
本 

攻 

氏
か
ら
貴
重
な

ご
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
飯
塚
赫
子
、
都
築
咲
子
両
氏
に
は
本
稿
の
き
っ
か
け
と
な
る
作
品
、
資
料
の
ご
寄
贈
の
み
な
ら
ず
、
様
々
な
情
報
を
ご

教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

挿図3 挿図2 挿図1

27


